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石
井
方
式 

漢
字
の
覚
え
方 

    

基 
 

礎 
 

編 
  

 

   

 

役
人
が
威
儀
を
正
し
て
地
上
に
直
立
し
て
い
る
象
形
。 

①
官
吏
（
卿
・
大
夫
に
次
ぐ
）
例 

士
・
大
夫 

②
武
官
（
さ
む
ら
い
）
例 

武
士
・
士
卒 

③
成
人
し
た
男
子 

例 

士
民 

④
学
問
に
志
す
人 

⑤
学
徳
の
成
っ
た
人 

例 

士
君
子 

仕 シ 

① 

人
が
官
吏
と
な
る
の
は
〝
つ
か
え
る
〟
た
め
で
あ
る 

→

つ
か
え
る 

例 

仕
官
・
奉
仕 

志 シ 

① 

心
に 

士
と
な
ろ
う
と
〝
こ
こ
ろ
ざ
す
〟 

→

こ
こ
ろ
ざ
す 

例 

志
望
・
志
願
・
立
志
・
初
志 

誌 シ 

心
の
動
き
を
こ
と
ば
と
し
て
〝
書
き
と
め
る
〟
（
止
） 

漢
字
の
九
十
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
が
形
声
字

で
あ
り
、
こ
れ
が
漢
字
の
最
も
漢
字
ら
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
構
造
を
よ
く
理
解
し
、
部

首
の
意
味
を
知
れ
ば
、漢
字
の
も
つ
深
い
意
義

が
わ
か
り
、
は
じ
め
て
見
る
漢
字
で
も
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ 

う
に
な
る
。
今
ま
で
、

こ
の
学
び
方
を
だ
れ
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ

た
か
ら
、
苦
労
し
て
学
習
し
て
も
な
か
な
か
身

に
つ
か
な
か
っ
た
。諸
君
は
こ
の
編
を
よ
く
学

習
し
て
、
形
声
字
の
真
髄
を
理
解
し
、
漢
字
に

強
く
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

士 シ 
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→

し
る
す 

例 

日
誌
（
日
日
誌 し

る

す
）・
雑
誌  

×
痣 シ 
皮
膚
に
し
る
さ
れ
た
も
の  

→
あ
ざ 

問 

次
の
〝
士
〟
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
士
は
以
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

二
、
吉
田
松
陰
は
士
規
七
則
を
作
る
。 

  

手
の
象
形
に
、
脈
所
の
位
置
を
示
し
た
指
事
字
。
手
首
か
ら
脈
所
ま
で
の
長
さ
が

寸
。 ① 

長
さ
の
単
位
（
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
） 

② 

（
長
さ
の
）
基
準 

  

③ 

き
ま
り
（
規
則
） 

④ 

手 

討 ト
ウ 

③ 

き
ま
り
に
従
っ
て
議
論
す
る 

→

相
手
の
諭
旨
の
欠
点
を
攻
撃
す
る
例 

討
論 

→

相
手
の
軍
隊
を
攻
撃
す
る
（
う
つ
）
例 

討
伐
・
征
討 

導 ド
ウ 

② 

頼
る
べ
き
基
準
に
従
っ
て
人
を
道
び
く  

→

み
ち
び
く 

例 

教
導
・
指
導
・
誘
導  

守
シ
ュ 

③ 

家
に
ぎ
ま
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る 

→

ま
も
る 

例 

守
備
・
守
護
・
攻
守 

尊 ソ
ン 

④ 

酒
器
を
捧
げ
て
、
神
ま
た
は
貴
人
に
供
え
る 

→

た
っ
と
ぶ
（
神
・
貴
人
を
） 

例 

尊
敬
・
尊
皇  

答
：
一
；
④ 

二
；
② 

 

寸 ス
ン 

編
者
注 

以
下
、
表
記
の
部
首
を
用
い
た
各
漢

字
で
、
当
該
部
首
が
表
わ
す
意
味
に
相

当
す
る
番
号
を
示
し
て
い
る
。 
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       ×

樽 ソ
ン 

酒
を
入
れ
る
木
の
容
器 

→

た
る 

例 

酒
樽
さ
か
だ
る 

射
シ
ャ 

④ 

身
は 

の
変
形
。
弓
に
手
を
か
け
る 

→

い
る 

例 

射
撃
（
弓→

鉄
砲
） 

  

専 セ
ン 

④ 

は
糸
巻
の
象
形
。
子
ど
も
が
糸
巻
を
手
に
し
て
離
さ
な
い 

→

ひ
と
り
じ
め
す
る
も→

も
っ
ぱ
ら
に
す
る 

例 

専
任
・
専
属
・
専
門 

尋 ジ
ン 

②  

は
手
の
象
形
。
工
は
左
、
口
は
右
。

は
左
手
と
右
手
。
両
手
を
広
げ
た
長
さ
を
単
位
と 

し
た
も
の
（
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
） 

→

ひ
ろ
（
手
を
ひ ●

ろ ●

げ
る
の
意
）
例 

千
尋

ち
ひ
ろ

の
海
。 

 

士 シ

と
寸
と
の
会
意
・
形
声
字
。 

官 ●

吏 ●

が
き ●

ま ●

り ●

に
従
っ
て
物
を
と
り
き
め
る
と
こ
ろ
。 

① 

役
所
（
○
○
寺
と
い
う
の
は
役
所
の
名
前
） 

② 

僧
院 

③ 

部
首
と
し
て
は
〝
き
ま
り
（
寸
と
同
じ
）
〟
の
意
味
が
あ
る 

漢
字
に
は
ふ
つ
う
〝
音 オ

ン

〟
と
〝
訓 ク

ン

〟
と
あ
る
。
音
と
は
、
漢
字
が
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
時
の
中

国
読
み
の
こ
と
で
あ
り
、
訓
と
は
、
そ
の
漢
字
に
あ
た
る
わ
が
国
の
こ
と
ば
の
こ
と
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
〝
花
〟
と
い
う
漢
字
は
、
中
国
で
は
〝
カ
〟
と
発
音
さ
れ
る
の
で
、
〝
カ
〟
が
音
で
あ 

る
。
〝
造
花

ゾ
ウ
カ

〟
〝
花
瓶

カ
ビ
ン

〟
と
い
う
使
い
方
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
で

は
〝
は
な
〟
と
い
う
こ
と
ば
に
あ
た
る
の
で
、
〝
花
〟
を
〝
は
な
〟
と
読
む
読
み

方
が
生
じ
た
。
こ
れ
が
訓
で
あ
る
。 

参
考 

字
音
と
字
訓
（
一
） 

寺 ジ 
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侍 シ 

① 

役 ●

所 ●

に
つ
と
め
る
人 ●→

君
側
に
あ
っ
て
奉
仕→

役
人
（
文
官
） 

→
君
側
に
は
べ
る 

例 

侍
従

ジ
ジ
ュ
ウ

・
侍
医

ジ

イ

・
侍
女

ジ
ジ
ョ 

→
武
士
（
武
官
） 

例 

侍
さ
む
ら
い

・
侍
所

ど
こ
ろ 

注 

さ
む
ら
い
は
さ
む
ら
う
（
君
側
に
侍 は

べ

る
意
）
人
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
。 

         

特 ト
ク 

① 

祭
礼
の
犠
牲
に
供
す
る
た
め
役 ●

所 ●

に
飼
わ
れ
て
い
る
牛 

→

特
別
の
牛→

特
別
（
そ
れ
だ
け
）→

独
特
（
ひ
と
り
） 

注 

ト
ク
の
音
は
犢 ト

ク

（
子
牛
）
に
よ
る
。 

待 タ
イ 

① 

役 ●

所 ●

に
行
っ
て
そ
の
処
置
を
ま
つ 

→

ま
つ 

例 

待
望

タ
イ
ボ
ウ

（
待
ち
望
む
）・
待
機
・
待
命 

注 

寺
の
音
の
変
化 ti チ 

が
タ
イ
と
発
音
さ
れ
る
。 

時 ジ 

③ 

太
陽
（
日
）
の
運
行
が
〝
と
き
〟
の
単
位 

→

と
き 

持 ジ 

③ 

き ●

ま ●

り ●

を
手
に
す
る 

→

ま
も
る 

例 

護
持
・
持
戒
・
持
仏
（
守
り
本
尊
） 

→

た
も
つ
（
長
く
続
け
る
） 

例 

持
久
力
・
持
続
・
維
持
・
持
病 

同
じ A

lb
u
m

 
と
い
う
つ
づ
り
が
、
英
語
で
は
ア
ル
バ
ム
、
独
語
で
は
ア
ル
ブ
ム
、 

仏
語
で
は
ア
ル
ボ
ム
と
異
な
っ
て
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
、
欧
州
全
体
に
匹
敵
す
る
広 

い
中
国
の
こ
と
だ
か
ら
、
地
方
に
よ
っ
て
一
つ
の
漢
字
が
異
な
っ
て
発
音
さ
れ
る
。

そ
の
う
え
、
時
代
に
よ
る
発
音
の
変
化
も
あ
る
の
で
、
一
つ
の
漢
字
が
い
く
つ
も
の
発
音
を
持
つ
の
は

や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ふ
つ
う
、
わ
が
国
に
は
い
っ
て
き
た
時
代
に
よ
っ
て
、
〝
漢
音
〟
〝
呉

音
〟
〝
唐
音
〟
と
い
う
区
別
を
し
て
い
る
。 

参
考 

字
音
と
字
訓
（
二
） 
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注 

漢
音
は
チ
（
シ
の
変
化
）
呉
音
は
ジ
（
ヂ
）。 

詩 シ 

③ 

字
数
や
言 ●

（
こ
と
ば
）
の
表
現
の
う
え
に
一
定
の
き ●

ま ●

り ●

の
あ
る
文 

→

韻
文 

例 

漢
詩
・
新
体
詩 

注 

昔
は
形
式
・
内
容
と
も
に
重
ん
じ
た
が
、
今
の
詩
は
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
。 

×

恃 ジ 

③ 

心
に
一
定
の
頼
る
べ
き
基 ●

準 ●

が
確
立
し
て
い
る 

→

心
に
た
の
む
と
こ
ろ
が
あ
る 

例 

衿
恃
（
熟
語
編
参
照
） 

等 ト
ウ 

③ 

竹
筒
（
竹
ふ
だ
、
昔
の
記
録
）
を
き ●

ま ●

り ●

よ
く
整
理
す
る 

→

順
序
立
て
る 

例 

等
級
・
一
等
二
等 

→

同
類
を
集
め
る
（
ひ
と
し
い
） 

例 

同
等
・
均
等  

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
持
病 

二
、
持
戒 

三
、
待
機 

四
、
怙
恃 

答 

一
、
長
く
続
い
て
い
る
病

気
。
二
、
仏
の
戒
を
守
る
。
三
、

機
会
を
待
つ
。
四
、
た
の
む
。

（
父
無
く
ん
ば
何
を
か
怙 た

の

ま

ん
。
母
無
く
ん
ば
何
を
か
恃 た

の

ま

ん―
―

詩
経
） 

サ
行
音
と
タ
行
者
と
は
よ
く
通
じ
あ
う
。
子
ど
も
は
、
お
父
と
う
さ
ん
を
お
父
た
ん
と
言
う
。
汽
車

を
キ
チ
ャ
と
言
う
。
侍 シ

・
詩 シ

・
持 チ

は
こ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
・
チ
は 

ヂ
・
ジ
と
発
音
さ
れ
や
す

い
。
時 ジ

・
侍 ジ

が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、si シ

・ti チ

が
サ
イ
・
タ
イ
と
変
化
す
る
の
も
英
語
の
発
音
と
似
て

い
て
お
も
し
ろ
い
。 si→

サ
イ 

 
 

 
  

ti→

タ
イ  

此 シ→

柴 サ
イ 

滓 シ→
宰 サ

イ 
 

治 チ→

胎 タ
イ 

持 チ→

待 タ
イ 

sig
n
a
l

シ

グ

ナ

ル→
sig

n

サ
イ
ン 

 
  

tic
k

チ
ッ
ク 

→
tie タ

イ 

つ
い
で
に
書
く
と M

i→

マ
イ  

 ki→

カ
イ 

未 ミ→

妹 マ
イ 

 
 

記 キ→

改 カ
イ 

鬼 キ→

塊 カ
イ 

m
ilk

ミ
ル
ク→

m
ile

マ
イ
ル 

 k
in

g

キ
ン
グ→

k
ite

カ
イ
ト 

参
考 

混
同
さ
れ
る
音 
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片
方
の
手
の
象
形
。
指
が
五
木
あ
る
の
で
〝
い
つ
つ
〟
を
表
わ
し
た
。
指
事
字
。 

① 

い
つ
つ 

例 

伍 

② 

指
で
示
す 

例 

吾 

×

伍 ゴ 

① 

軍
隊
で
は
五
人
を
一
組
み
と
し
、
部
隊
の
最
小
単
位
と
し
た
。
こ
の
長
が
「
伍
長
」
で
あ
る 

→

隊
伍
＝
伍
が
組
ん
で
隊
と
な
り
、
行
動
す
る 

→

落
伍
＝
隊
列
か
ら
抜
け
落
ち
る 

×

吾 ゴ 

② 

自
分
の
顔
を
指
さ
し
て
〝
ぼ
く
〟
と
言
う
。
口
を
指
さ
し
た
の
が
吾
で 

あ
る→

わ
れ 

注 

鼻
を
指
さ
し
た
の
が
〝
自
〟
と
〝
私
〟
で
あ
る
。
自
と
ム
は
、
と
も
に
鼻
の
象
形
で
あ
る
。 

語 ゴ 

吾 わ
れ

言
う
と
い
う
意
味
の
会
意
・
形
声
字 

→

か
た
る 

例 

豪
語
（
大
き
な
事
を
言
う
） 

  

→

こ
と
ば 

例 

語
義
・
語
録
・
敬
語 

悟 ゴ 

心
に
吾
を
認
識
す
る
（
他
人
の
よ
し
あ
し
は
よ
く
わ
か
る
が
、
自
分
を
認
識
す
る
こ
と
は
む
ず
か 

し
い
） 

→

さ
と
る 

例 

悟
得
・
了
悟
・
覚
悟  

×

寤 ゴ 

ね
む
り
（
寝 ●

）
か
ら
さ
め
て
吾
に
か
え
る 

→

さ
め
る 

例 

醒
寤

せ
い
ご

・
寤
寐

ご

び

に
も
忘
れ
ぬ 

（
人
）
又
（
手
） 

前
を
行
く
人
を
、
後
ろ
か
ら
手
を
か
け
た
形
。 

① 

後
ろ
か
ら
追
う 

→

② 

追
い
つ
く 

→

③ 

か
ま
え
る 

 

五 ゴ 及
キ
ュ
ウ 
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×

笈
キ
ュ
ウ 

① 

後
ろ
か
ら
負 お

う
竹
製
の
箱 ● 

→

書
物
を
入
れ
る
背
負
い
箱
（
木
製
の
負
い
ば
こ
は
〝
板
〟
と
言
っ
た
） 

急
キ
ュ
ウ 

① 
後
ろ
か
ら
追
う
と
き
の
心
（

は
及
の
変
形
） 

→

い
そ
ぐ 
例 

至
急
・
緊
急
・
急
行 

→

あ
わ
た
だ
し
い 
例 

性
急 

→

に
わ
か 

例 

急
激
・
急
変 

×

汲
キ
ュ
ウ 

③ 

水
を
つ
か
ま
え
る 

→

く
む 

例 

汲
水
・
汲
出
・
吸
引 

→

い
そ
が
し
い 

例 

汲
汲 

吸
キ
ュ
ウ 

③ 

口
で
つ
か
ま
え
る 

→

す
う 

例 

吸
入
・
吸
引
・
吸
収
・
呼
吸 

  

扱
（
キ
ュ
ウ
） 

③ 

手
で
つ
か
ま
え
る 

→

あ
つ
か
う 

例 

取
り
扱
う
・
扱
い
方 

級
キ
ュ
ウ 

糸
を
扱
い
や
す
い
よ
う
に
す
る 

→

分
類
す
る 

例 

学
級
・
高
級
品 

→

順
序
立
て
る 

例 

階
級
・
進
級 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
笈
を
負
う 

二
、
汲
汲 

三
、
汲
引 

四
、
吸
引 

 

（
集
）
卩
（
し
る
し
） 

天
子
が
諸
侯
を
召
集
し
て
授
け
る
し ●

る ●

し ● 

① 

諸
侯
を
認
証
す
る
辞
令 

答 

一
、
他
郷
に
勉
強
に
出
る
こ
と
。
昔
の
人

は
書
物
を
笈
に
入
れ
、
こ
れ
を
背
負
っ
て
旅
立

っ
た
の
で
。 

二
、
休
ま
ず
に
努
め
る
こ
と
。

井
戸
の
水
汲
み
は
、
お
ろ
す
、
上
げ
る
、
あ
け

る
の
連
続
反
復
で
休
め
な
い
か
ら
。 

三
、
①

汲
み
上
げ
る
。
②
水
を
引
き
入
れ
る
。
③
人
物

を
登
用
す
る
。 

四
、
①
吸
い
取
る
。
②
吸
い

込
む
。
③
人
を
引
き
つ
け
る
。 

令 レ
イ 
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→

② 

役
所
か
ら
出
る
書
状 

例 

政
令
・
法
令 

→

③ 

り
っ
ぱ
（
よ
い
） 

例 

令
名
・
令
聞 

→
④ 
つ
め
た
く
き
び
し
い 

命 メ
イ 

① 

口 ●

で
直
接
に
伝
え
る
令 ● 

→

命
ず
る 

→

天
命
（
天
の
命
令
） 

→

い
の
ち
（
天
命
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
） 

齢 レ
イ 

歯 ●

（
年
歯

ネ
ン
シ

）・
令 ●

（
生
命
） 

→

と
し 

例 

年
齢
・
老
齢
・
妙
齢 

鈴 レ
イ 

③ 

金 ●

属 ●

で
作
っ
た
よ ●

い ●

音
を
立
て
る
も
の 

→

す
ず 

例 

銀
鈴

ギ
ン
レ
イ

・
風
鈴

フ
ウ
リ
ン 

  

注 

中
国
音
で
は
令
は
リ
ン
。
鈴
の
音
色
を
直
接
表
わ
し
て
い
る
。 

×

玲 レ
イ 

③ 

玉 ●

が
美 ●

し ●

い ●

。
玉 ●

が
美
し
い
音
を
立
て
る
。 

→

す
き
と
お
る
よ
う
に
美
し
い
（
水
晶
） 

→

輝
く
よ
う
に
美
し
い
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
） 

→

リ
ン
リ
ン
と
美
し
い
音
を
立
て
る 

×

怜 レ
イ 

③ 

心
が
よ
く
働
く 

→

さ
と
い
（
賢

か
し
こ

い
） 

例 

怜
悧 リ 

冷 レ
イ 

④ 

法
令
は
氷
（
冫
）
の
よ
う
に 

→

つ
め
た
い 

例 

冷
水
・
寒
冷
・
冷
凍 

零 レ
イ 

④ 

同
じ
雨
な
の
に
冷
た
く
感
ず
る
の
は 

→

し
ず
く
（
零
の
本
義
） 
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→

わ
ず
か 

例 

零
細
・
零
余 

→

お
ち
る 

例 

零
路
・
零
落 

注 
今
で
は
数
字
の
０ ゼ

ロ

に
用
い
る
（
仮
借
）。 

問 

次
の
レ
イ
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
□ レ

イ

落 

二
、
□ レ

イ

害 
三
、
□ レ

イ

瓏 ロ
ウ 

四
、
電
□ レ

イ 

五
、
適
□ レ

イ 

 

○旧 

僉 

（
集
）・
口 く

ち

・
人 ひ

と 

例 

公
卿
僉
議

ク
ギ
ョ
ウ
セ
ン
ギ 

① 

人 ●

々
が
集 ●

ま
っ
て
意
見
（
口 ●

）
を
述
べ
る 

→

② 

良
い
考
え
（
物
）
を
求
め
る
こ
と 

→

③ 

つ
ま
ら
ぬ
も
の
（
む
だ
）
を
省
く
こ
と 

  →

④ 

き
び
し
い
（
選
択
が
厳
格
だ
か
ら
） 

検 ケ
ン 

② 

書
物
（
木 ●

）
に
よ
り
良
い
考
え
を
求
め
る 

→

し
ら
べ
る 

例 

検
査
・
検
察 

注 

昔
の
書
物
は
木
の
札
か
、
竹
の
簡
で
あ
っ
た
。 

験 ケ
ン 

② 

多
く
の
馬 ●

の
中
か
ら
良
い
物
を
求
め
る 

→

た
め
す 

例 

実
験
・
験
算 

注 

馬
は
見
か
け
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
乗
っ
て
走
ら
せ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

倹 ケ
ン 

③ 

人 ●

の
生
活
の
中
か
ら
む
だ
を
省
く 

→

つ
づ
ま
や
か 

例 

倹
約
・
節
倹 

険 ケ
ン 

④ 

き
び
し
い
崖 が

け

は
？ 

→

あ
ぶ
な
い 

例 

危
険
・
冒
険 

答 

一
、
零 

二
、
冷 

三
、
玲 

四
、
鈴 

五
、
齢 

ケ
ン
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注 

阝
は
崖
の
意
味
の
部
首
。 

剣
ケ
ン 

④ 

き
び
し
い
刀 ●

は
？ 

→
つ
る
ぎ 

例 

刀
剣
・
銃
剣 

問 

次
の
ケ
ン
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
探
□ ケ

ン 

二
、
冒
□ ケ

ン 
三
、
試
□ ケ

ン 

四
、
勤
□ ケ

ン 

五
、
銃
□ ケ

ン 

六
、
実
□ ケ

ン 

七
、
保
□ ケ

ン 

八
、
□ ケ

ン

約 
九
、
□ ケ

ン

討 

十
、
□ ケ

ン

事  

 

○旧 

兪 

（
集
）・

月
ふ
な
づ
き

（
舟
）・
巜か

わ

（
川
） 

① 

川
に
舟 ●

を
集 ●

め
る 

→

② 

品
物
を
望
む
所
に
運 ●

ぶ 

 

  

輸 ユ 

② 

車 ●

で
品
物
を
望
む
所
に
運
ぶ 

→

は
こ
ぶ 

例 

輸
送
・
運
輸
・
輸
血 

注 

今
で
は
舟
で
運
ぶ
の
に
も
輸
を
使
う
。
輸
入
・
輸
出
は
、
兪
入
・
兪
出 

の
ほ
う
が
理
屈
に 

合
っ
て
い
る
。 

愉 ユ 

② 

心 ●

を
望
む
所
（
望
ま
し
い
状
態
）
に
運
ぶ 

→

た
の
し
い 

例 

愉
快
・
愉
悦 

諭 ユ 

② 

言 ●

（
こ
と
ば
）
に
よ
り
人
を
望
ま
し
い
状
態
に
運
ぶ 

→

さ
と
す 

例 

教
諭
・
説
諭 

注 

先
生
は
、
わ
か
ら
な
い
生
徒
を
わ
か
る
所
ま
で
運
び
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
〝
教 

諭
〟
と
言
う
訳
で
あ
る
。 

×

瘉 ユ 

② 

病
人
を
望
ま
し
い
状
態
に
運
ぶ 

答 

一
、
検
（
探
り
検
べ
る
） 

二
、

険 

三
、
験 

四
、
倹 

五
、
剣 

六
、

験 

七
、
険
（
危
険
保
証
） 

八
、
倹 

九
、
検 

十
、
検 

俞 ユ 
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チ
ュ
ウ →

病
気
が
い
え
る 

例 

治
瘉
・
平
瘉
・
快
瘉 

注 

癒
と
い
う
字
も
あ
る
。 

×

喩 ユ 

② 
口
に
よ
り
人
を
望
ま
し
い
状
態
に
運
ぶ 

→

さ
と
す
（
本
義
は
諭
と
同
じ
） 

→

た
と
え
る 

例 
比
喩 

注 

た
と
え
話
を
用
い
て
さ
と
す
と
わ
か
り
や
す
い
の
で
。 

偸 ト
ウ 

② 

物
を
運
び
さ
る
人
（
た
だ
し
好
意
で
な
い
） 

→

ぬ
す
び
と 

例 

偸
盗

ト
ウ
ト
ウ

（
チ
ュ
ウ
ト
ウ
）・
偸
安 

注 

舟
シ
ュ
ウ

の
音
が
変
化
し
た
。 

問 

次
の
ユ
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
運
□ ユ 

二
、
快
□ ユ 

三
、
□ ユ

楽 

四
、
説
□ ユ 

五
、
比
□ ユ 

  

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

六
、
平
癒 

七
、
偸
安 

八
、
告
諭 

 

木
を
た
て
に
横
に
交
差
さ
せ
、
組
み
合
わ
せ
た
形
。 

音
は
交
差
の
コ
ウ
。 

①
（
木
を
）
さ
し
わ
た
す 

② 

組
み
立
て
る 

構 コ
ウ 

① 

木 ●

を 

左
右
前
後
に
さ
し
渡
し
組
み
立
て
る 

→

か
ま
え
る 

例 

構
築
・
構
内 

講 コ
ウ 

①
② 

言 ●

（
こ
と
ば
）
を
組
み
立
て
、
そ
れ
を
相
手
に
さ
し
渡
す 

→

説
き
話
す 

例 

講
義
・
講
演
・
講
話 

答 

一
、
輪 

二
、
癒 

三
、

愉 

四
、
諭 

五
、
喩 

六
、

病
気
が
な
お
る
こ
と
。
七
、
熟

語
編
参
照
。
八
、
告
げ
さ
と
す
。 

冓 コ
ウ 
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購 コ
ウ 

① 

お
金
を
相
手
に
わ
た
し
、
交
換
に
品
物
を
も
ら
う 

→
あ
が
な
う
（
買
う
） 

例 

購
入
・
購
読 

注 
貝
は
財
貨
（
お
金
）
の
意
味
の
部
首
。 

溝 コ
ウ 

① 

水
を
こ
ち
ら
か
ら
あ
ち
ら
へ
と
さ
し
渡
す
設
備 

→

み
ぞ 

例 

排
水
溝 

問 

次
の
コ
ウ
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
□ コ

ウ

堂 

二
、
□ コ

ウ

買 

三
、
□ コ

ウ

造 
四
、
聴
□ コ

ウ 

五
、
海
□ コ

ウ 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

六
、
購
読 

七
、
講
読 

八
、
構
想 

   

 

地
上
に
同
じ
物
が
三
つ
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
形
で
あ
る
。
三
は
多
い
こ
と
を
示
す
。 

① 

物
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
る 

② 

積
み
重
な
る 

租 ソ 

② 

積
み
重
な
っ
た
稲 ●

は
税
と
し
て
納
め
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 

→

税 

例 

租
税
・
地
租 

注 

昔
は
収
穫
し
た
稲
の
一
部
を
国
費
に
あ
て
る
た
め
に
納
入
し
た
。
こ
れ
が
租
税
で
あ
る
。
今 

は
金
で
納
め
る
の
で
、
税
金
と
言
う
。 

粗 ソ 

② 

禾 ノ

は
殼 が

ら

の
つ
い
た
も
の
。
臼 う

す

で
つ
い
て
殼
を
取
れ
ば
米 ●

に
な
る
。
祖
税
用
は
長
く
保
存
さ
れ 

る
の
で
禾 ●

で
あ
る
が
、
家
で
保
存
す
る
の
は
米 ●

で
あ
る
。
た
だ
し
、
精
白
し
な
い
米
で
あ
る 

→

玄
米
（
粗
米

あ
ら
ご
め

） 

注 

玄
米
を
臼
で
つ
く
と
黒
皮
や
ぬ
か
が
取
れ
て
精
米
（
白
米
）
と
な
る
。
玄
と
は
黒
の
意
。 

答 

一
、
講 

二
、
購 

三
、

構 

四
、
講 

五
、
溝 

六
、

新
聞
や
書
物
な
ど
を
購
入
し
て

読
む
こ
と
。
七
、
書
物
を
読
ん

で
講
義
す
る
こ
と
。
八
、
作
品

の
組
み
立
て
を
考
え
る
こ
と
。 

且 ソ 
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→

あ
ら
い 

例 

粗
雑
・
粗
悪 

査 サ 
① 

書
物
（
木 ●

）
を
積
み
重
ね
る
の
は
？ 

→
し
ら
べ
る 

例 

調
査
・
検
査 

注 so
 

が sa
 

に
変
化
す
る
の
を
同
行
相
通
と
言
う
。
よ
く
あ
る
音
韻
変
化
で
あ
る
。 

祖 ソ 

② 

父
・
祖
父
・
曾 ソ

ウ

祖
父
・
高
祖
父
と
、
重
ね
ら
れ
た
の
は
？ 

→

先
祖 

注 

ネ
は
神
の
意
味
の
部
首
で
あ
る
。
先
祖
様
は
神
様
で
あ
る
。 

組 ソ 

① 

糸
を
重
ね
合
わ
せ
て
作
っ
た
の
は
？ 

→

く
み
ひ
も 

→

（
糸
を
）
く
む 

例 

組
織
・
番
組 

  

阻 ソ 

② 

崖
が
重
な
っ
て
い
る
所
は
？ 

→

け
わ
し
い 

例 

険
阻
・
峻

シ
ュ
ン

阻 

→

は
ば
む 

例 

阻
止
・
阻
害 

×

疽 ソ 

② 

積
み
重
な
っ
た
病
気
と
は
？ 

→

は
れ
も
の 

例 

瘭
ヒ
ョ
ウ

疽 

助 ジ
ョ 

① 

力 ●

を
積
み
重
ね
る
と
は
？ 

→

た
す
け
る 

例 

援
助
・
救
助
・
助
手 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
阻
害 

二
、
粗
野 

三
、
改
組 

四
、
地
租 

 

答 

一
、
崖
が
行
く
手
を
は
ば
む
よ
う
に
、

行
動
を
妨
げ
る
こ
と
。 

二
、
野
は
野
卑
。
あ

ら
っ
ぽ
く
て
卑
し
い
。 

三
、
組
織
を
改
め
る

こ
と
。 

四
、
土
地
に
対
し
て
課
す
る
税
。 
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○旧 

靑 

主
（
生 セ

イ

）・
月
（
丹 タ

ン

） 

丹
石
と
い
う
石
か
ら
染
料
を
取
る
。
そ
の
色
は
？ 

① 
あ
お
（
丹 ●

よ
り
生 ●

ま
れ
る
） 

② 

す
ぐ
れ
て
い
る 

清 セ
イ 

① 

水
の
青
く
す
き
と
お
っ
て
見
え
る
状
態 

→

き
よ
い 

例 

清
潔
・
清
新 

晴 セ
イ 

① 

空
が
青 ●

く
、
日 ●

が
出
て
い
る
と
き
の
天
気 

→

は
れ 

例 

晴
天
・
快
晴 

情
（
セ
イ
） 

② 

心 ●

の
す
ぐ
れ
た
状
態
（
真
心

ま
ご
こ
ろ

） 

→

な
さ
け
（
思
い
や
り
の
心
） 

  

例 

人
情
・
情
愛 

請 セ
イ 

② 

真
心
を
こ
め
て
言
う 

→

こ
う 

例 

請
願
（
こ
い
願
う
）・
要
請
・
請
求 

×

靖 セ
イ 

② 

落
ち
着
い
て
静
か
に
立
っ
て
い
る 

→

や
す
ら
か 

例 

靖
安 

→

し
ず
め
る 

例 

靖
乱 

静 セ
イ 

② 

争 ●

い
の
な
い
す
ぐ
れ
た
状
態 

→

し
ず
か 

例 

静
寂
・
静
止
・
閑
静 

×

瀞 セ
イ 

△
水
が
静
か
に
流
れ
て
波
も
立
た
な
い
所 

→

と
ろ 

例 

長
瀞
・
瀞
八
丁 

×

睛 セ
イ 

② 

目
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
た
所 

青 セ
イ ジ

ョ
ウ 

（
シ
ョ
ウ
） 

ジ
ョ
ウ 

ジ
ョ
ウ 
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→

ひ
と
み 

例 

点
睛
・
瞳
睛 

注 

青
い
目
だ
か
ら
、
西
洋
人
だ

ろ
う
と
考
え
て
は
い
け
な
い
。 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
情
義 

二
、
情
誼 
三
、
懇
請 

四
、
動
静 

 

 

燭
シ
ョ
ク

台
に
あ
か
り
の
つ
い
て
い
る
形
。
あ
か
り
は
家
の
中
心
に
置
か
れ
る
。 

① 

中
心 

例 

主
人
・
主
将
・
国
主 

②
（
中
心
に
向
か
っ
て
）
集
ま
る
（
集
中
） 

柱
チ
ュ
ウ 

① 

家
の
中
心
と
な
る
木 ● 

→

は
し
ら 

例 

柱
石
・
支
柱
・
電
柱 

  

注 

シ
ュ→

シ
ュ
ウ→

ジ
ュ
ウ 

 ↓  
 

 ↓  

 

チ
ウ→

チ
ュ
ウ 

注
チ
ュ
ウ 

② 

川
の
水 ●

は
中
心
で
あ
る
海
に
集
ま
る 

→

そ
そ
ぐ
（
海
に
注
ぐ
） 

例 

注
水 

→

集
中
す
る 

例 

注
意
（
心
を
集
中
す
る
）・
注
視
（
視
線
を
一
点
に
集
め
る
） 

×

註
チ
ュ
ウ 

② 

字
句
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
説
明
の
こ
と
ば
を
集
め
る 

→

註
釈
・
註
解 

住
ジ
ュ
ウ 

② 

人 ●

が
集
中
す
る→

村
が
で
き
る 

→

す
む 

例 

居
住
・
移
住
・
安
住
・
住
民 

→

と
ど
ま
る 

答 

一
、
人
情
と
義
理
。 

二
、
情
の
深
い

交
わ
り
。 

三
、
熱
心
に
お
り
い
っ
て 

願

う
こ
と
。 

四
、
動
く
の
と
静
止
す
る
の
と
、

つ
ま
り
、
物
事
の
様
子
。 

主 シ
ュ 
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駐
チ
ュ
ウ 

② 

馬 ●

が
集
中
す
る 

→
軍
隊
が
と
ど
ま
る 

例 

駐
屯 ト

ン 

→

役
人
が
と
ど
ま
る 

例 

駐
在
大
使 

→

馬
を
と
ど
め
る 

→

乗
り
物
を
と
ど
め
る 

例 

駐
輦
レ
ン 

・
駐
車 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
柱
石 

二
、
進
駐 

三
、
傾
注 

 

○旧 

戔 

戈
は
武
器
（
ほ
こ
）。
ほ
こ
を
交
え
互
い
に
傷
つ
け
あ
う
。 

① 

傷
つ
き
そ
こ
な
わ
れ
る 

② 

少
な
く
な
る→

わ
ず
か 

  

浅 セ
ン 

② 

水 ●

が
少
な
く
な
っ
て
わ
ず
か
し
か
な
い 

→

あ
さ
い 

例 

浅
瀬

あ
さ
せ

・
深
浅

シ
ン
セ
ン 

→

貧
弱 

例 

浅
才 

銭 セ
ン 

② 

わ
ず
か
な
額
の
お
金 ● 

→

銭
は
円
の
百
分
の
一 

×

賤 セ
ン 

② 

財
産
が
わ
ず
か
し
か
な
い 

→

ま
ず
し
い
（
貧
乏
） 

→

い
や
し
い
（
身
分
が
低
い
） 

例 

下
賤 

×

餞 セ
ン 

② 

わ
ず
か
な
食
事
と
謙
遜

け
ん
そ
ん

し
て
言
う 

→

送
別
の
宴
（
は
な
む
け
） 

例 

餞
宴
・
餞
別 

注 

送
る
が
わ
が
謙
遜 ソ

ン

し
て
餞
と
言
う
。 

答 

一
、
柱
や
土
台
石
は
家
を
支
え
る
も

の
。
そ
の
よ
う
な
重
任
を
負
う
人
を
言
う
。 

二
、
外
国
に
軍
隊
を
進
め
、
と
ど
ま
る
こ

と
。 

三
、
あ
る
事
に
心
を
傾
け
注
ぐ
こ
と
。 

㦮 セ
ン 
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注 

は
な
む
け
は
馬
の
鼻
向
け
で
、
旅
立
つ
方
角
に
馬
を
向
け
て
見
送
る
の
意
。 

箋 セ
ン 

② 

わ
ず
か
な
竹 ●

ふ
だ
（
簡
） 

→
ち
ょ
っ
と
し
た
記
録
を
す
る
も
の 

例 

便
箋
・
通
信
箋
・
処
方
箋 

×

盞 サ
ン 

② 

小
さ
な
容
器
、
浅
い
容
器 

→

さ
か
ず
き 

注 

杯
（
さ
か
ず
き
）
は
木
製
の
も
の
。 

桟 サ
ン 

② 

小
さ
な
木
の
切
れ
、
細
い
木
の
切
れ 

→

障
子
の
さ
ん 

→

か
け
は
し
（
ま
ず
し
い
橋
） 

例 

桟
橋
・
桟
道 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

   

一
、
処
方
箋 

二
、
賤
技 

三
、
悪
銭 

四
、
桟
道 

  

夭 ヨ
ウ

（

）・
高
（

） y
ô

＋k
ô

＝ky
ô  

頭
が
曲
が
っ
た
人
。 

① 

高
く
そ
び
え
る
（
高 ●

が
〝
た
か
ど
の
〟
の
象
形
） 

例 

喬
木
・
喬
松 

② 

そ
り
か
え
る
（
夭 ●

の
転
義
） 

例 

橋 

③ 

い
ば
る
（
そ
り
か
え
り
、
高
ぶ
る
） 

例 

驕 

橋
キ
ョ
ウ 

② 

橋
の
ま
ん
中
が
高
く
そ
り
返
っ
た
形
を
し
て
い
る
も
の
（
ア
ー
チ
形
） 

→

太
鼓
橋
（
橋
の
本
義
）→

橋 

注 

力
学
的
に
も
強
い
の
で
、
中
国
に
は
昔
か
ら
こ
の
形
の
も
の
が
多
い
。 

×

驕
キ
ョ
ウ 

① 

背
の
高 ●

い
馬 ● 

答 

一
、
病
気
を
処
置
す
る
方
法
（
薬

の
調
合
）
を
書
い
た
紙
片
。 

二
、
い

や
し 

い
技
術
。
自
分
の
技
術
を
謙
遜

し
て
言
う
。 

三
、
①
不
正
な
事
を
し

て
得
た
金 

銭
。
②
質
の
悪
い
銭
。 

四
、

熟
語
編
参
照
。 

喬
キ
ョ
ウ 

セ
ン 
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→

勢
い
が
よ
い 

例 

驕
陽
（
は
げ
し
い
日
光
） 

→

た
か
ぶ
る
（
お
ご
る
） 

例 

驕
奢 シ

ャ

・
驕
恣 シ 

×

嬌
キ
ョ
ウ 

① 
背
の
高 ●

い
（
豊
麗
な
）
婦
人 

→

な
ま
め
か
し
い 

例 

嬌
姿
・
嬌
羞

シ
ュ
ウ 

→

愛
ら
し
い 
例 
嬌
児
・
愛
嬌 

×

蕎
キ
ョ
ウ 

① 

背
の
高
く
育
つ
植
物 

→

そ
ば
（
茎
が
高
く
伸
び
る
） 

矯
キ
ョ
ウ 

② 

〝
そ
り
か
え
っ
た
矢
〟･･･…

で
は
役
に
た
た
な
い 

→

た
め
る
（
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
） 

例 

矯
正 

→

曲
が
っ
て
い
る
（
い
つ
わ
る
） 

例 

矯
偽
・
奇
矯 

×

僑
キ
ョ
ウ 

こ
の
喬
は
高
の
本
義
〝
た
か
ど
の
〟
。
人
が
建
物
に
身
を
寄
せ
る
意 

  

→

仮
の
や
ど
り 

例 

華
僑
（
中
国
人
の 

移
住
し
た
者
の
称
） 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
奇
矯 

二
、
矯
正 

三
、
驕
気 

四
、
嬌
児 

 

○旧 

巠 

織
機
（
は
た
）
に
〝
た
て
糸
〟
を
張
っ
た
形
を
表
わ
し
た
も
の
。 

① 

た
て
糸 

② 

ま
っ
す
ぐ
に
通
す 

③ 

基
本
（
重
要
） 

経 ケ
イ 

① 

織
機
に
張
っ
た
〝
た
て
糸
〟 

→

た
い
せ
つ
な
書
物 

例 

経
典
・
経
文 

答 

一
、
言
行
が
ふ
つ
う
と
変
わ
っ
て
い
て
正
常
で

は
な
い
こ
と
。 

二
、
正
常 

で
な
い
も
の
を
矯
め
て

正
し
く
す
る
。 

三
、
お
ご
り
高
ぶ
る
心
。 

四
、
愛

ら
し
い
子
ど
も
。 

圣 ケ
イ キ

ョ
ウ 
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注 

織
機
の
横
糸
は
一
本
だ
け
で
、
切
れ
て
も
簡
単
に
つ
な
げ
る
が
、
縦
糸
は
切
れ
た
ら
お

し
ま
い
で
あ
る
。
孟
子
の
母
は
、
学
問
を
中
絶
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
、
と
言
っ
て

織
り
か
け
の
縦
糸
を
切
っ
て
、
孟
子
に
教
え
た
と
言
う
。 

→

お
さ
め
る
（
い
と
な
む
） 

例 

経
営
・
経
済 

径 ケ
イ 

② 

つ
づ
ら
折
り
の
山
道
の
所
々
に
設
け
ら
れ
た
ま ●

っ ●

す ●

ぐ ●

な
近
道 

→

ま
っ
す
ぐ
な
道 

例 
経
線
（
地
図
の
） 

→

近
道 

例 

直
径
（
円
の
） 

→

小
道 

例 

径
路 

注 

彳
は
行
の
省
略
し
た
形
。
道
の
象
形
（

）
で
、
道
の
意
味
を
表
わ
す
。  

注 

直
径
は
、
円
周
上
の
一
点
か
ら
反
対
が
わ
へ
、
円
周
に
沿
っ
て
行
く
行
き
方
に
対
し
、
近

道
の
意
で
あ
る
。 

  

軽 ケ
イ 

△ 

径 ●

（
小
道
）
を
走
ら
せ
る
車 ●

（
径
車
） 

→

か
る
い
車→

か
る
い 

例 

軽
快
・
軽
便 

→

か
る
は
ず
み
（
軽
率
）→

か
ろ
ん
ず
る
（
軽
蔑
） 

茎 ケ
イ 

② 

草
の
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
た
部
分 

→

く
き 

×

脛 ケ
イ 

② 

か
ら
だ
の
中
で
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
た
部
分 

→

す
ね 

×

頸 ケ
イ 

② 

頭
の
部
分
で
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
た
部
分  

→

く
び 

注 

首
を
〝
く
び
〟
と
読
む
が
、
そ
の
く
び
は
頭
の
意
味
で
あ
る
。
首 く

び

を
取
る
、
首 シ

ュ

領
、
元
首 シ

ュ

、

皆
、
頭
で
あ
っ
て
頸 く

び

で
は
な
い
。
首 く

び

を
取
る
と
き
、
頸 く

び

を
切
る
の
で
、
首
と
頸
と
が
混
同
す
る 
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よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

×

剄 ケ
イ 

△ 

刀
（
刂
）
で
頸
を
切
る
こ
と 

→

く
び
き
る 

  ×

痙 ケ
イ 

② 

か
ら
だ
の
中
を
通
っ
て
い
る
〝
す ●

じ ●

〟
の
病 ●

気 

→

ひ
き
つ
れ
（
痙
攣

ケ
イ
レ
ン

） 

×

勁 ケ
イ 

② 

つ
ら
ぬ
き
通
す
力 ●

が
あ
る
こ
と 

→

つ
よ
い 

例 

雄
勁 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
経
済 

二
、
経
線 

三
、
軽
便 

四
、
刎
頚
の
交
わ
り 

 

日
（
太
陽
）・
彡
（
陽
光
）・
丁 ト

ウ

（
チ
ョ
ウ
） 

太
陽
の
光
の
ふ
り
そ
そ
ぐ
こ
と
。 

ト
ウ→

チ
ョ
ウ→

ヂ
ョ
ウ 

シ
ョ
ウ→

ジ
ョ
ウ 

答 

一
、
経 ●

国
済 ●

民
の
略
、
国
家
を
経 お

さ

め
、
人
民
を
済 す

く

う
と
い
う
意
味
。
人

間
生
活
に
必
要
な
物
の
生
産
・
分
配
・

消
費
す
る
行
為
に
つ
い
て
の
い
っ
さ

い
の
社
会
的
関
係
を
扱
う
。
転
じ
て
金

銭
の
や
り
く
り
。 

二
、
地
球
上
の
位

置
を
示
す
た
め
に
、
両
極
を
通
っ
て
南

北
（
つ
ま
り
縦
）
に
引
い
た
線
。
三
六

〇
度
に
分
け
る
。
子
午
線
と
も
言
う
。

子
は
北
、
午
は
南
の
意
。 

三
、
手
軽 ●

で

便 ●

利
な
こ
と
。 

四
、
こ
の
親
友
の
た

め
な
ら
頸
を
刎 は

は
ね
ら
れ
て
も
よ
い

と
い
う
親
し
い
交
際
。 

見 ●

は
英
語
のse

e

、
看 ●

はlo
o
k

、
観 ●

はo
b
se

rve

、
視 ●

はin
sp

e
ct

に
あ
た
り
、 

国
語
の
“
み ●

る ●

”

に
あ
た
る
字
で
あ
る
。
漢
字
は
英
語
の
よ
う
に
、
同
じ
“
み
る
” 

に
し
て
も
、
こ
れ
を
細
か
く
具
体
的

に
区
別
し
て
表
現
し
て
い
る
点
、
国
語
と 

た
い
へ
ん
な
相
違
点
を
持
つ
。
こ
れ
に
反
し
て
、
上 ●

は
名
詞

に
も
動
詞
に
も
使
う
の
で
、
国
語
の
〝
う ●

え ●

・
か ●

み ●

〟
や
“
あ ●

が ●

る ●

・
あ ●

げ ●

る ●

・
の ●

ぼ ●

る ●

”
に
あ
た
る
。 

漢
字
に
同
訓
の
字
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
反
対
に
、
一
字
に
数
訓
あ
る
の
は
、
右
の

よ
う
に
日
中
両
国
語
の
性
格
の
相
違
に
原
因
す
る
。
こ
れ
を
不
便
と
考
え
る
よ
り
、

彼
我
の
特
長
を
発
揮
し
て
表
現
を
豊
か
に
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

参
考 

異
字
同
訓
と
同
字
異
訓 

昜 ト
ウ 

チ
ョ 

ウ 

]
 →

ヨ
ウ 
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① 

日
が
あ
た
る 

② 

日
あ
た
り
が
よ
い 

③ 
長

チ
ョ
ウ

な
が
い
（
仮
借
） 

湯 ト
ウ 

① 

た
め
た
水 ●

に
日 ●

が
あ
た
る 

→

日
な
た
水
（
湯
の
本
義
） 

→

ゆ 

例 

銭
湯
・
薬
湯
・
湯
治 

注 

昔
は
今
の
よ
う
に
火
が
自
由
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
太
陽
光
線
を 

大
い
に
利
用
し
た
も 

の
で
あ
ろ
う
。 

陽 ヨ
ウ 

② 

日
あ
た
り
の
良
い
崖 が

け

が
け
（
阝
） 

→

南
面
し
た
斜
面
（
山
の
南
側
） 

例 

山
陽 

→

あ
た
た
か
い 

例 

陽
春 

  →

あ
か
る
い 

例 

陽
気 

→

日 

例 

太
陽
・
陽
光 

注 

中
国
山
脈
の
南
側
を
山
陽
地
方
と
い
う
の
は
、
よ
く
陽
の
本
義
を 

用
い
て
い
る
。 

場
ジ
ョ
ウ 

② 

日
あ
た
り
の
良
い
土 ●

地 

→

よ
い
と
こ
ろ
（
場
の
本
義
） 

→

と
こ
ろ 

例 

牧
場
・
工
場
・
農
場
・
戦
場 

注 

場
ジ
ョ
ウ

は
呉
音
。
漢
音
は
チ
ョ
ウ
。
今
漢
音
で
読
む
語
は
な
い
。
農
場
は
、
農
事
を
す
る
の 

に
〝
よ
い
所
〟
の
意
味
、
ま
た
日
あ
た
り
の
よ
い
所
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。 

×

暢
チ
ョ
ウ 

③ 

申
は
伸
の
本
字
。
長 ●

く
引
き
伸 ●

ば
す 

→

の
び
る 

例 

暢
達
（
伸
び
育
つ
） 

→

の
び
の
び 

例 

流
暢
・
暢
達
（
文
章
や
言
語
が
の
び
の
び
と
し
て
い
て
意
味
が
よ
く
わ
か
る
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こ
と
） 

注 

申
は

で
、
両
手
で
棒
を
引
き
の
ば
す
形
。 

〝
も
う
す
〟
の
意
に
仮
借
さ
れ
た
の
で
、
伸
の
字 

が
作
ら
れ
た
。 

腸
チ
ョ
ウ 

③ 

人
体
の
中
で
最
も
長 ●

く
の
び
の
び
と
し
て 

い
る
部
分
は
？ 

→

は
ら
わ
た 

例 

大
腸
・
小
腸 

傷
シ
ョ
ウ 

△

は 

の
略
。
日
に
あ
た
る
の
で
は
な
く 

て
、
矢
に
あ
た
る
こ
と
。
傷
は
人
が
矢
に
あ
た 

る
こ
と 

→

き
ず 

例 

負
傷
・
重
傷 

  

注 

傷
は
本
来
矢
き
ず
で
あ
る
が
、
刀
き
ず
は
創
、
槍
き
ず
は
瘡 ソ

ウ

、
切
り
き
ず
は
痍 イ

。 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
河
陽 

二
、
流
暢 

三
、
断
腸 

四
、
傷
痍
軍
人  

 

草
と
草
の
間
に
太
陽
が
隠
れ
た
形
。 

太
陽
の
沈
み
ゆ
く
姿
を
表
現
し
た
字
で
あ
る
。 

① 

日
が
隠
れ
て
見
え
な
い 

② 

夕
ぐ
れ 

③ 

（
草
原
が
）
果
て
も
な
く
広
い 

注 

莫
の
音
は
、

が
草
の
茂
っ
て
い
る
形
で
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
本
来
は
〝
茂 ボ

〟
で
あ
る
。

例 

寂
莫
（
一
、
果
て
も
な
く
広
い
③ 

二
、
だ
が
何
も
な
い
① 

三
、
夕
ぐ
れ
② 

こ
の
三 

答 

一
、
山
は
南
側
が
日
あ
た
り
が
良
い
が
、

川
の
場
合
は
そ
の
北
側
が
日
あ
た
り
が
良

い
。
河
陽
は
川
の
北
側
を
言
う
。
唐
の
都
で

名
高
い
洛
陽
は
、洛
水
の
北
側
に
あ
る
の
で
、

こ
の
名
が
あ
る
。 

二
、
熟
語
編
参
照
。 

三
、

訓
読
で
は

腸
は
ら
わ
た

を
断 た

つ
と
読
む
。
非
常
に
悲

し
い
思
い
を
言
う
。 

四
、
軍
人
の
受
け
る
傷

は
鉄
砲
玉
に
よ
る
も
の
か
、切
り
傷
で
あ
る
。

前
者
は
矢
き
ず
の
傷
で
こ
れ
を
表
わ
し
て
い

る
。
痍
は
、
切
り
き
ず
。
戦
傷
を
受
け
た
軍

人
を
巧
み
に
表
わ
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。 

莫 ボ バ
ク 

マ
ク モ 
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つ
か
ら
く
る
さ
び
し
い
感
じ
が
こ
の
こ
と
ば
の
意
味
を
よ
く
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
） 

×
寞 バ

ク 
① 

家 ●

の
中
に
人
気
が
な ●

い ● 

→
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る 

→

さ
び
し
い 
例 

寂
寞 

慕 ボ 

② 

夕
ぐ
れ
時
の
心 ●

の
状
態
は
？ 

→

人
が
し
た
わ
し
い 

→

し
た
う 

例 

恋
慕
・
敬
慕
・
慕
情 

募 ボ 

② 

夕 ●

ぐ
れ
の
力 つ

と

め 

→

放
牧
の
家
畜
を
呼
び
集
め
る 

→

つ
の
る 

例 

募
集
・
公
募
・
応
募 

暮 ボ 

② 

莫
が
〝
夕
ぐ
れ
〟
の
本
義
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
〝
日
〟
を
加
え
て
〝
夕 

  

ぐ
れ
〟
専
用
の
文
字
を
作
っ
た 

→

夕
ぐ
れ 

→

年
の
く
れ 

例 

歳
暮 

墓 ボ 

② 

人
生
の
暮 ●

れ
、
終
着
所
の
土 ●

、
そ
れ
は
？ 

→

は
か 

例 

墓
地
・
墓
標
・
墓
碑 

注 

平
坦
な
の
が
墓 ボ

、
土
を
盛
っ
た
の
が
冢

チ
ュ
ウ

、
高
く
築
い
た
の
が
墳 フ

ン

で
あ
る
。 

幕 バ
ク 

② 

夕 ●

ぐ
れ
の
よ
う
に
家
の
中
を
暗
く
す
る
布 ● 

→

ま
く 

例 

帷
幕

イ
バ
ク

・
幕
府
・
幕
政 

注 

漢
音
は
バ
ク
、
呉
音
は
マ
ク
。 

膜 マ
ク 

△ 

幕
の
〝
物
を
隔
て
〟
た
り
、
〝
物
を
囲
っ
た
り
〟
す
る
意
の
莫
と
月
（
肉
月
）
と
で
、 

→

臓
器
を
隔
て
る
も
の 

例 

横
隔
膜 

マ
ク 
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→

臓
器
を
包
む
も
の 

例 

肋
膜
・
腹
膜 

→

体
内
の
薄
い
器
官 

例 

鼓
膜
・
網
膜 

×

摸 モ 

② 

夕
ぐ
れ
で
物
が
見
え
な
い
の
で
、
手
で 

？ 

→

さ
ぐ
る 

例 

摸
索 

手
で
物
を
さ
ぐ
る
と
き
は
、
手
の
感
触
で
、
見
え
な
い
物
の
形
を
心
の
中
に
描
く 

→

実
物
と
そ
っ
く
り
に
心
に
描
く 

→

似
せ
る
（
ま
ね
る
） 

例 

摸
写
・
摸
倣
・
摸
擬
試
験 

模 モ 

△ 

似
た
物
を
た
く
さ
ん
作
る
と
き
に
い
る
物
？ 

→

か
た 

例 

模
型
・
模
範 

注 

木
で
作
っ
た
か
た
を
模
、
土
で
作
っ
た
か
た
を
型
、
竹
で
作
っ
た
か
た
を
範
と
言
う
。 

似
せ
る
意
味
の
莫
と
木
と
で
〝
木
の
か
た
〟
を
表
わ
し
た
。 

漢 ●

音 ●

は
、
漢
字
の
最
も
代
表
的
な
字
音
で
あ
る
。
わ
が
国
が
、
中
国
と
正
式
に
国
交
を
結
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
、
唐
の
国
都
長
安
の
標
準
的
な
発
音
を
取
り
入
れ
、
以
後
漢
字
の
代
表
的
な
標
準
音 

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
京 ケ

イ

・
丁 テ

イ

・
明 メ

イ

・
行 コ

ウ

と
い
う
発
音
が
こ
れ
で
あ
る
。 

呉 ●

音 ●

は
、
そ
れ
以
前
、
仏
典
な
ど
と
と
も
に
、
中
国
の
南
部
地
方
（
呉
と
呼

ば
れ
る
）
か
ら
は
い
っ
て
き
た
音
で
、
京

キ
ョ
ウ

・
丁

チ
ョ
ウ

・
明

ミ
ョ
ウ

・
行

ギ
ョ
ウ

と
い
う
発
音
が

こ
れ
で
あ
る
。
仏
教
に
関
係
あ
る
こ
と
ば
が
多
く
、
古
く
か
ら
親
し
ん
で
い
る 

た
め 

訓
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
絵 カ

イ

は
漢
音
だ
が
、
絵 エ

は
呉
音
で
、
こ
れ
な
ど
字
訓
と

誤
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

唐 ●

音 ●

は
、
唐
よ
り
ず
っ
と
の
ち
、
明 ミ

ン

・
清 シ

ン

時
代
の
音
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
唐
音
と
言
う
の
は
、
中

国
人
の
こ
と
を
唐
人
と
呼
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
。
京 キ

ン

・
丁 チ

ン

・
明 ミ

ン

・
行 ア

ン

と
い
う
発
音
が
こ
れ
で
あ
る
。 

参
考 

漢
音
・
呉
音
・
唐
音 
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漠 バ
ク 

③ 

水
が
果
て
も
な
く
広
く
続
く 

→
海
（
漠
の
本
義
） 

所 

海
の
よ
う
に
広
く
平
ら
で
何
も
な
い
所 

→

砂
漠
（
砂
の
海
） 

海
は
果
て
も
な
く
広
い
の
で 

→

と
り
と
め
が
な
い 
例 

漠
然
・
空
漠 

×

驀 バ
ク 

① 

日
が
暮
れ
て
道
が
見
え
な
い
の
に
馬
を 

→

が
む
し
や
ら
に
走
ら
せ
る 

例 
驀
進 

→

ま
っ
し
ぐ
ら 

例 

驀
地
（
地
は
助
字
） 

×

貘 バ
ク 

豸
は
〝
む
じ
な
扁
〟
と
言
い
、
四
つ
足
の
動
物
の
象
形
。
獣
類
の
意
を
表
わ
す
部
首 

③ 

と
り 

と
め
が
な
い
獣
と
は
？ 

→

実
在
し
な
い
想
像
上
の
獣 

  →

人
の
悪
い
夢
を
食
べ
て
邪
気
を
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
霊
獣 

問 

摸
が
常
用
漢
字
に
な
い
た
め
、
模
を
代
用
さ

せ
る
書
き
方
が
通
用
し
て
い
る
。
次
の
模
の
う
ち
、

正
し
い
用
法
に
は
○
を
、
模
の
代
用
に
は×

を
つ
け

よ
。 一

、
模
型 

二
、
模
写 

三
、
模
造 

四
、
模
範 

五
、
模
様 

六
、
規
模 

七
、
模
倣 

ハ
、
模
擬
試
験 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
説
明
せ
よ
。 

（
イ
）
幕
府 

（
ロ
）
空
漠 

（
ハ
）
暗
中
摸
索 

 

答 

○ ―
 

一
、
四
、
五
、
六 

（
イ
）
武
将
は
陣
営
に
幕
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、

こ
れ
を
宿
所
と
し
た
。
ゆ
え
に
、
武
家
政
治
を

幕
政
と
言
い
、
そ
の
役
所
を
幕
府
と
言
っ
た
。

（
ロ
）
空
も
漠
（
海
）
も
と
も
に
果
て
も
な
く

広
が
っ
て
い
る
の
で
、
①
果
て
も
な
く
広
い
様 

②
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
、
要
領
を
得
な
い
様

を
言
う
。（
ハ
）
暗
や
み
の
中
を
手
さ
ぐ
り
で
求

め
る
。
索
は
、
も
つ
れ
た
糸
を
ほ
ど
く
た
め
に
、

糸
口
を
た
ど
っ
て
求 ●

め ●

る ●

。
困
難
な
こ
と
だ
が
、

と
に
か
く
努
力
し
て
や
っ
て
み
る
こ
と
。 



石井方式 漢字の覚え方 序編 

- 26 - 

牧
場
に
張
り
め
ぐ
ら
し
た
柵 サ

ク

の
象
形
で
〝
は
り
め
ぐ
ら
す
〟
が
本
義
。「
用
心
」
は

従
来
、心
を
用
い
る
と
解
い
て
い
る
が
、〝
心
を
張
り
め
ぐ
ら
す
〟
と
解
く
の
が
よ
い
。

柵
の
ど
こ
に
破
れ
が
あ
っ
て
も
、
中
の
牛
は
逃
げ
て
し
ま
う
。
ど
こ
に
も
破
れ
が
な
い 

よ
う
に
周
囲
の
す
み
ず
み
ま
で
心
を
張
り
め
ぐ
ら
す
の
が
「
用
心
」
で
あ
る
。
柵
は
牧

場
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
ゆ
え
、
〝
必
要
〟
〝
役
に
た
つ
〟
〝
使
う
〟
の
意
が
あ
る
。 

 

マ
は
子
の
頭
と
同
じ
。
柵 サ

ク

の
上
に
頭
の
見
え
て
い
る
形
。
柵
の
様
子
を
見
に
、
見
回
っ
て

い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。 

① 

（
柵
を
）
張
り
め
ぐ
ら
す 

② 

（
柵
に
そ
っ
て
）
行
く 

③ 

（
柵
の
周
囲
を
）
ま
わ
る 

  

踊 ヨ
ウ 

③ 

足
で
ぐ
る
ぐ
る
と
ま
わ
る 

→

お
ど
る 

例 

舞
踊 

注 

踊
り
と
い
う
も
の
は
輪
を
作
っ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
踊
る
も
の
で
あ
る
。 

×

俑 ヨ
ウ 

△
〝
踊 ●

る
人 ●

形
〟
と
い
う
意
味
の
字
。
手
足
が
動
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
人
形
で
、
死
者
と
と 

も
に
葬
っ
た
も
の
。
孟
子
に
『
始
め
て
俑
を
作
っ
た
人
は
、
そ
の
子
孫
が
必
ず
滅
び
る
で
あ

ろ
う
』
と
言
っ
て
、
俑
を
作
っ
た
人
を
憎
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る 

×

涌 ヨ
ウ 

△ 

水 ●

が
踊 ●

り
出
す 

→

わ
く 

例 

涌
出
・
噴
涌
・
涌
泉 

注 

地
中
か
ら
、
地
下
水
が
涌
き
出
る
こ
と
で
あ
る
。 

勇 ユ
ウ 

△ 

涌 ●

き
出
る
力 ● 

→

地
下
水
の
涌
き
出
る
よ
う
に
、
か
ら
だ
の
中
に
溢
れ
出
て
く
る
力
（
溜 た

ま

り
水
の
よ
う
に
、

用 ヨ
ウ 甬 ヨ

ウ 

 
ト
ウ 
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使
え
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
力
で
な
く
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
漲
み
な
ぎ
っ
て
く
る
よ

う
な
力
） 

×

湧 ヨ
ウ 

△ 
涌
と
同
音
同
義
に
用
い
ら
れ
る 

ユ
ウ
は
慣
用
音
。
例 

湧
出
・
湧
泉 

通 ツ
ウ 

② 

柵
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）
に
そ
っ
て
道
を
行
く 

→

う
ま
く
と
お
れ
る
（
通
の
本
義
）。
漢
音
ト
ウ 

→

す
ら
っ
と
と
お
る 

例 
通
行
・
便
通 

注 

通
は
、
単
に
〝
歩
〟
や
〝
行
〟
の
意
で
な
く
、
そ
れ
が
す
ら
っ
と
う
ま
く
い
く
こ
と
で
あ

る
。 

注 

通
人
と
は
、
世
の
中
の
万
事
を
知
り
つ
く
し
た
人
と
い
う
意
味
。 

桶 ヨ
ウ 

① 

木
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
作
っ
た
容
器 

  

→

お
け 

注 

湯 ゆ

桶 ト
ウ

読
み
の
桶
（
漢
音
は
ト
ウ
） 

痛 ツ
ウ

ツ
ウ 

（
ト
ウ
） 

① 

か
ら
だ
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
神
経
に
感
ず
る
病
気 

→

い
た
い 

例 

苦
痛
・
激
痛 

注 

痛
み
そ
の
も
の
は
病
気
で
は
な
い
。
か
ら
だ
の
そ
の
部
分
が
病
気
に
犯
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
を
通
信
す
る
も
の
で
あ
る
。 

痛
＝
病
気
を
通
信 

→

ひ
ど
い 

例 

痛
快
・
痛
感
・
痛
烈  

 

用
・
口 

口
を
め
ぐ
ら
す
。 

ユ
ウ 

（
ト
ウ
） 

ト
ウ 

（
ト
ウ
） 

周
シ
ュ
ウ 
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① 

こ
と
ば
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
尽
く
し
て
説
明
す
る
（
本
義
） 

② 

物
事
が
よ
く
ゆ
き
と
ど
く 

例 

用
意
周
到 

③ 

め
ぐ
る
（
用
の
本
義
） 

例 

周
期
・
円
周
・
周
遊 

  週
シ
ュ
ウ 

③ 

ま
わ
り
（
周 ●

囲
）
を
ま
わ
る
（
辶
） 

→

ひ
と
ま
わ
り 

例 

週
間 

注 

曜
日
が
七
日
で
ひ
と
ま
わ
り
す
る
の
で
、
七
日
を
週
と
言
う
。 

×

稠
チ
ュ
ウ 

② 

稲 ●

の
手
入
れ
が
よ
く
ゆ
き
と
ど
く 

→

豊
か
に
み
の
る 

→

多
い 

例 

人
口
稠
密 

注 

稠
の
反
対
が
稀
。
濃 ●

硫
酸
、
稀 ●

硫
酸
と
使
っ
て
い
る
が
、
濃 ●

の
反
対
は
淡 ●

。 

調
チ
ョ
ウ 

② 

言 ●

（
こ
と
ば
）
が
よ
く
ゆ
き
と
ど
い
た
の
で
、
物
事
が
？ 

→

と
と
の
う 

例 

調
和
・
調
節 

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
事
前
に 

漢
字
は
、
二
字
以
上
組
み
合
わ
せ
ら
れ
、
熟
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
上

を
音
読
す
れ
ば
下
も
音
読
し
、
上
を
訓
読
す
れ
ば
下
も 

訓
読
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。 

と
こ
ろ

が
、
古
く
か
ら
の
習
慣
で
、
重

ジ
ュ
ウ

箱 ば
こ

の
よ
う
に
上
を
音
読
し
下
を
訓
読
す
る
も
の
、
湯 ゆ

桶 ト
ウ

の
よ
う
に 

上
を
訓
読
し
下
を
音
読
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
俗
に
〝
重
箱
読
み
〟

〝
湯
桶
読
み
〟
と
言
う
。 

例 

（
重
箱
読
み
）
役 ヤ

ク

場 ば

・
中

チ
ュ
ウ

古 ぶ
る

・
肉 ニ

ク

屋 や

・
台 ダ

イ

所
ど
こ
ろ

・
本 ホ

ン

場 ば 

（
湯
桶
読
み
）
見 み

本 ホ
ン

・
場 ば

所 シ
ョ

・
古 ふ

る

本 ホ
ン

・
身 み

分 ブ
ン

・
組 く

み

曲
キ
ョ
ク 

参
考 

重
ジ
ュ
ウ

箱 ば
こ

読
み
と
湯 ゆ

桶 ト
ウ

読
み 
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→

し
ら
べ
る 

例 

調
査
・
調
書 

注 

わ
が
国
で
は
音
楽
を
奏
す
る
こ
と
を
〝
し
ら
べ
る
〟
と
言
う
。
そ
れ
で
、
調
子
・
長
調
・
短 

調
な
ど
の
用
法
が
生
ま
れ
た
。 

×

琱
チ
ョ
ウ 

△ 

玉 ●

を
切
り
、
磋 す

り
、
琢 う

ち
、
磨 み

が

い
て
よ
く
調 ●

え
る
こ
と 

彫
チ
ョ
ウ 

△ 

よ
く
調 ●

え
ら
れ
た
玉
に
最
後
の
み
が
き
を
か
け
て
美 ●

し
く
仕
上
げ
る
こ
と 

注 

彡
は
〝
美
し
い
〟
〝
か
ざ
り
〟
の
意
味
の
部
首
。
今
で
は
そ
の
前
の
〝
ほ
る
〟
〝
き
ざ
む
〟

意
味
に
使
用
し
て
い
る
。 

例 
彫
刻 

×

凋
チ
ョ
ウ 

② 

寒
さ
（
冫
）
が
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
と
、
草
木
は
？ 

→

し
ぼ
む 

例 

凋
落
（
熟
語
編
参
照
） 

×

蜩
チ
ョ
ウ 

② 

鳴
き
声
の
よ
く
ゆ
き
わ
た
る
虫
は
？ 

→

せ
み 

  

参
考
〔
と
と
の
う
〕
の
同
訓
異
字 

調 

準
備
が
よ
く
ゆ
き
と
ど
い
て
と
と
の
う 

整 

す
べ
て
が
そ
ろ
っ
て
と
と
の
う 

斉 

一
様
に
ま
と
ま
っ
て
と
と
の
う 

均 

つ
り
あ
い
が
と
と
の
う 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
凋
落 

二
、
調
馬 

三
、
周
知 

四
、
周
旋 

 

黄
・
土
の
会
意
字
。 

中
国
の
黄
河
の
上
流
に
は
広
大
な
地
域
に
わ
た
っ
て
黄
土
層
が
あ
る
。 

黄
土
が
黄
河
に
と
け
込
ん
で
常
に
黄
色
く
染
め
て
い
る
。 

答 

一
、
熟
語
編
参
照
。 
二
、
馬

を
調
え
る
、馬
を
秉
っ
て
訓
練
す

る
こ
と
。 

三
、
あ
ま
ね
く
知
れ

っ
て
い
る
。 

四
、
周
も
旋
も
め

ぐ
る
。め
ぐ
り
歩
く
こ
と
で
、 

世

話
を
す
る
意
味
に
使
わ
れ
る
。 

𦰩 タ
ン 

カ
ン 



石井方式 漢字の覚え方 序編 

- 30 - 

黄
土
は
、
質
い
た
っ
て
細 ●

か ●

く ●

、
粘
っ
て
扱 ●

い ●

に ●

く ●

い ●

土
で
あ
る
。 

① 

黄
色
い 

② 
細
か
い 

③ 

扱
い
に
く
い 

注 

𦰩
と

は
も
と
は
同
じ
形
。
𦰩
は
扁
、

は
旁

つ
く
り

に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

×

艱 カ
ン 

③ 

根
本
か
ら
扱
い
に
く
い →
ど
う
に
も
し
に
く
い 

→

ひ
ど
く
む
ず
か
し
い 

例 

艱
渋

カ
ン
ジ
ュ
ウ 

→

な
や
み 

例 

艱
苦
・
艱
難 

難 ナ
ン 

① 

羽
が
金
色
（
黄 ●

）
を
し
た
美
し
い
鳥
（
隹 ●

） 

→

黄
鳥
（
こ
の
字
の
本
義
）
美
し
い
鳥
な
の
で
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が 

→

む
ず
か
し
い 

例 

困
難
・
難
題 

  

嘆 タ
ン 

③ 

『
あ
あ
、
扱
い
に
く
い
な
あ
』
と
思
わ
ず
口 ●

に
つ
ぶ
や
く 

→

な
げ
く 

例 

嘆
息
・
悲
嘆
・
愁
嘆 

た
め
息
を
つ
く
こ
と
か
ら 

→

感
嘆
（
感
心
し
て
声
を
出
す
） 

×

歎 タ
ン 

③ 

欠
は 

（
口
を
大
き
く
開
い
た
形
） 

嘆
と
同
音
・
同
義 

例 

感
歎
・
歎
息
・
悲
歎
・
愁
歎 

謹 キ
ン 

② 

言
（
こ
と
ば
）
の
使
い
方
が
細 ●

か
い→

こ
と
ば
が
少 ●

な
い 

→

つ
つ
し
む 

例 

謹
慎
・
謹
言
・
謹
厳 

注 

こ
と
ば
を
つ
つ
し
む
の
が
謹 ●

、
心
を
つ
つ
し
む
の
が
慎 ●

。 

キ
ン 
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×
僅 キ

ン 

② 

人 ●

が
少 ●

な
い 

→
わ
ず
か 

例 

僅
少
・
僅
々 

×

饉 キ
ン 

② 

食 ●

べ
物
が
少 ●

な
い 

→

凶
作 

例 
飢
饉
・
荒
饉 

→

う
え
る 

×

瑾 キ
ン 

①
② 

き
め
の
細 ●

か
ぃ
黄 ●

色
い
宝
玉 ● 

→

瑾
と
ぃ
う
名
の
宝
石 

勤 キ
ン 

② 

き
め
細 ●

か
に
心
を
動
か
し
て
力 つ

と

め
る 

→

お
こ
た
ら
ず
つ
と
め
る 

注 

惰
の
反
対
。 

参
考 

〔
つ
と
め
る
〕
の
同
訓
異
字 

  

力 

力
を
つ
く
し
て
つ
と
め
る 

努 

や
れ
と
言
わ
れ
て
つ
と
め
る 

勉 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
つ
と
め
る 

務 

仕
事
と
し
て
つ
と
め
る 

覲 キ
ン 

△ 

諸
侯
が
勤 ●

務
と
し
て
、
天
子
や
将
軍
に
謁
見 ●

す
る
こ
と 

例 

朝
覲
・
参
覲
交
代
（
江
戸
時
代
、
大
名
が
一
年
お
き
に
江
戸
に
出
て
将
軍
に
謁
見
す
る
制
度
。

参
勤 ●

交
代
で
代
用
し
て
い
る
） 

槿 キ
ン 

△ 

僅 ●

か
の
命
し
か
な
い
木 ●

。
朝
花
を
咲
か
せ
て
、
そ
の
夕
方
に
は
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
〝
む
く
げ
〟 

の
木 

 

例 

槿
花
一
日
の
栄
（
人
の
栄
華
の
は
か
な
い
こ
と
を
た
と
え
て
言
う
） 
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刀
・
口 

殿
様
が
『
刀 ●

』
と
口 ●

に
す
る
こ
と
。 

小
姓
を
〝
め
す
〟
こ
と
。 

① 

呼
び
つ
け
る 

例 

召
喚
・
召
集 

② 

ま
ね
く 

③ 

小
や
承
の
意
に
仮
借
さ
れ
る 

招
シ
ョ
ウ 

① 

手 ●

で
お
い
で
お
い
で
し
て
ま
ね
く 

→

ま
ね
く 

例 

招
待
・
招
聘 ヘ

イ

・
招
誘 

注 

召
は
目
下
を
呼
び
つ
け
る
の
に
対
し
、
招
は
お
客
を
丁
重
に
ま
ね
く
こ
と
。 

詔
シ
ョ
ウ 

① 

天
子
が
大
臣
を
召 ●

し
て
命
令
を
言 ●

い
つ
け
る 

→

み
こ
と
の
り 

例 

詔
勅
・
詔
書 

  

注 

古
く
は
単
に
上
か
ら
下
へ
の
〝
言
い
つ
け
〟
の
意
で
あ
っ
た
が
、
秦
の
始
皇
帝
以
後
、
天 

子
に
限
っ
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

紹
シ
ョ
ウ 

② 

人
を
招 ●

い
て
、
そ
の
人
た
ち
を
結 ●

び
合
わ
せ
る 

→

引
き
合
わ
せ 

例 

紹
介 

③ 

引
き
承 ●

け
て
こ
れ
を
継
い
で
や
る
（
継
承
） 

→

う
け
つ
ぐ 

例 

紹
述 

昭
シ
ョ
ウ 

② 

日 ●

の
光
を
家
の
中
へ
招 ●

き
入
れ
る 

→

あ
か
る
い 

例 

昭
光
・
昭
代 

→

あ
か
る
く
す
る 

例 

顕
昭 

照
シ
ョ
ウ 

△ 

火 ●

の
光
が
明 ●

る
い 

→

明
る
く
て
ら
す 

例 

照
明 

召
シ
ョ
ウ 
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→

て
ら
し
合
わ
せ
る 

例 

照
合
・
対
照 

注 

日
の
光
の
意
味
に
も
使
う
。 

例 

日
照
・
残
照 

沼
シ
ョ
ウ 

③ 
湖
水 ●

の
小 ●

さ
い
も
の 

→

ぬ
ま 

超
チ
ョ
ウ 

① 

召 ●

に
応
じ
て
す
ぐ
さ
ま
走 ●

り
寄
る 

→

物
を
乗
り
こ
え
て
直
行
す
る 

→

こ
え
る
（
乗
り
こ
え
る
） 
例 
超
越 

→

こ
え
る
（
す
ぐ
れ
て
い
る
） 

例 
超
人
・
超
特
急 

注 

超
越
（
① 

跳
び
越
え
る 

② 

世
俗
か
ら
遠
ざ
か
る 

③ 

ず
ば
抜
け
て
す
ぐ
れ
て
い
る
） 

   

 

羽
・
隹
（
鳥
） 

羽 ●

の
美
し
い
鳥 ●

と
い
う
意
味
の
字
。 

① 

き
じ
（
狽
の
本
義
） 

 

き
じ
は
尾
が
長
く
て
羽
が
美
し
い 

② 

美
し
い
（
羽
） 

③ 

き
ら
き
ら
輝
く 

④ 

羽
を
ぱ
た
ぱ
た
さ
せ
る 

濯 タ
ク 

② 

水 ●

洗
い
し
て
衣
類
を
美 ●

し
く
す
る 

→

す
す
ぐ 

例 

洗
濯 

×

擢 テ
キ 

② 

き
じ
の
羽 ●

の
中
か
ら
特
別
に
美
し
い
も
の
を
抜 ぬ

き
取
る 

→

よ
り
ぬ
く 

例 

抜
擢 

翟 テ
キ 

タ
ク 
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→

ぬ
き
ん
で
る 

例 

擢
秀 

躍 ヤ
ク 

④ 
鳥 ●

が
羽 ●

を
ば
た
ば
た
さ
せ
る
よ
う
に
足 ●

を
？ 

→
お
ど
ら
せ
る 

例 

躍
動
・
勇
躍 

→

と
び
あ
が
る 

例 

飛
躍
・
跳
躍 

注 

タ
ク
の
音
が
変
化
。ta

k
→

y
a
k 

曜 ヨ
ウ 

③ 

日 ●

の
光
が
き
ら
き
ら
と
輝 ●

く 

→

日
の
光 

例 

光
曜 

→

輝
く 

例 

曜
曜 

→

天
体 

例 

七
曜 

注 

ヤ
ク
の
音
が
変
化
。ya

k
→

y
ô  

×

耀 ヨ
ウ 

③ 

火 ●

が
き
ら
き
ら
輝 ●

き
な
が
ら
燃
え
る 

  

→

輝
く 

例 

栄
耀
栄
華
（
輝
か
し
く
栄
え
、
華
と
栄
え
る
） 

 

○旧 

雚
艹
（
草
）・

（
口
）・
隹
（
鳥
） 

草 ●

む
ら
で
、
鳥 ●

が
し
き
り
に
鳴
く
。 

① 

し
き
り
に 

② 

熱
心
に 

注 

音
の
カ
ン
は
鳥
の
鳴
き
声
を
表
わ
す
。
中
国
の
文
章
に
は
鳥
の
鳴
き
声 

を
カ
ン
カ
ン
と
表
現
し
て
い
る
。 

観 カ
ン 

② 

熱
心
に
心
を
こ
め
て
見 ●

る
こ
と 

例 

観
察
・
観
光 

観
光
の
と
き
は
と
り
わ
け
熱
心
に
な
る
の
で 

→

な
が
め 

例 

外
観
・
壮
観 

カ
ン 
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勧 カ
ン 

② 

人
の
た
め
に
熱
心
に
努
力
す
る 

→
す
す
め
る 

例 

勧
誘
・
勧
進 

権 ケ
ン 

① 

枝
葉
が
し ●

き ●

り ●

に ●

繁
茂
す
る
木 ● 

→

ケ
ン

と
い
う
名
の
木
（
権
の
本
義
） 

→

勢
い
が
強
い 

例 
権
勢
・
権
力 

×

鸛 カ
ン 

△ 

カ
ン
カ
ン
と
鳴
く
鳥 ● 

→

こ
う
の
と
り 

×

灌 カ
ン 

① 

水 ●

が
し
き
り
に
音
を
立
て
て
流
れ
込
む 

→

そ
そ
ぐ 

例 

灌
漑
（
田
畑
に
水
を
注
ぐ
） 

→

流
し
込
む 

例 

灌
腸
（
腸
に
水
を
流
し
込
む
） 

注 

雚 カ
ン

は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
い
う
音
を
表
わ
す
。 

  

歓 カ
ン 

△ 

カ
ン

は
喜
び
の
あ
ま
り
出
す
声
を
表
わ
す
。
欠
は
口
を
大
き
く
開
く
形 

→

よ
ろ
こ
び 

例 

歓
喜
・
歓
声 

参
考 

〔
よ
ろ
こ
び
〕
の
同
訓
異
字 

歓 

わ
あ
っ
と
言
っ
て
思
わ
ず
叫
ぶ
よ
ろ
こ
び 

喜 

感
情
と
し
て
の
よ
ろ
こ
び
（
よ
ろ
こ
び
の
総
称
） 

愉 

楽
し
い
こ
と
を
し
て
得
た
よ
ろ
こ
び 

悦 

心
の
中
で
い
い
な
あ
と
感
ず
る
よ
ろ
こ
び 

恰 

に
こ
に
こ
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
よ
ろ
こ
び 

欣 

あ
は
は
と
声
を
出
し
て
笑
う
よ
ろ
こ
び 

問 

次
の
カ
ン
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
□ カ

ン

察 

二
、
□ カ

ン

誘 

三
、
□ カ

ン

声 

四
、
□ カ

ン

業 

五
、
□ カ

ン

呼 

六
、
□ カ

ン

光 

答 

一
、
観 

二
、
勧 

三
、
歓 

四
、
勧 

五
、
歓 

六
、
観  
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七
、
□ カ

ン

告 

八
、
壮
□ カ

ン 

九
、
□ カ

ン

心 

十
、
□ カ

ン

測 

 
品
（
口
）・
木 

木 ●

の
上
に
鳥
が
集
ま
っ
て
口 ●

を
そ
ろ
え
て
さ
え
ず
っ
て
い
る
。 

① 

さ
わ
が
し
い 

② 

あ
わ
た
だ
し
い 

注 

音
の
ソ
ウ
は
騒 ソ

ウ

（
さ
わ
が
し
い
）。 

×

噪 ソ
ウ 

① 

わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
さ
わ
が
し
い 

→

や
か
ま
し
い 

例 

喧 ケ
ン

噪 

→

さ
わ
ぐ 

例 

蛙
鳴
蝉
噪

ア
メ
イ
セ
ン
ソ
ウ 

×

譟 ソ
ウ 

① 

噪
と
同
音
同
語 

  

→

さ
わ
ぐ 

例 

狂
譟
（
狂
っ
た
よ
う
に
騒 ●

ぐ
） 

×

躁 ソ
ウ 

① 

わ
い
わ
い
騒
ぎ
な
が
ら
歩
き
回
り
踊
り
回
る 

→

騒
ぎ
踊
る 

例 

狂
躁
（
狂
っ
た
よ
う
に
騒
ぎ
踊
り
回
る
） 

燥 ソ
ウ 

① 

火 ●

を
ぱ
ち
ぱ
ち
と
燃
や
す 

→

か
わ
か
す 

例 

乾
燥
・
高
燥 

×

澡 ソ
ウ 

① 

水 ●

を
ば
ち
ゃ
ば
ち
ゃ
と
さ
せ
る 

→

あ
ら
う 

例 

澡
洗
・
澡
室
（
ふ
ろ
場
） 

藻 ソ
ウ 

② 

水 ●

の
中
で
ゆ
ら
ゆ
ら
と
あ
わ
た
だ
し
く
ゆ
れ
て
い
る
草 ● 

→

も
（
水
草
） 

例 

海
藻 

藻
の
ゆ
ら
ぐ
の
は
美
し
い 

→

詩
文
の
美
し
い
表
現 

例 

文
藻
・
詞
藻 

喿 ソ
ウ 

答
七
、
勧 

八
、
観 

九
、

歓 

十
、
観 
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操 ソ
ウ 

② 

手 ●

を
あ
わ
た
だ
し
く
動
か
す 

→
あ
や
つ
る
（
巧
み
に
） 

例 

操
業
・
操
作 

→

行
な
い
（
正
し
い
） 

例 

操
行
・
貞
操 

繰 ソ
ウ 

△ 

糸 ●

を
操

あ
や
つ

る 

② 

糸 ●

車
を
が
ら
が
ら
と
あ
わ
た
だ
し
く
動
か
す 

→
 

糸
を
と
る 

→

糸
を
く
る
（
繊
維
を
何
本
も
合
わ
せ
る
た
め
次
か
ら
次
へ
繭 ま

ゆ

の
糸
口
を
拾
っ
て
は
〝
く
り
込

む
〟
。
今
は
、
〝
繰
り
上
げ
る
〟
〝
繰
越
金
〟
な
ど
と
使
う
） 

×

懆 ソ
ウ 

② 

心 ●

が
そ
わ
そ
わ
と
し
て
落
ち
着
か
な
い 

   

 

臣
（
目
を
み
は
る
）・

（
人 ひ

と

）・

（
皿 さ

ら

に
水
を
た
た
え
る
） 

皿 ●

に
満
た
し
た
水 ●

に
人 ●

が
顔
を
う
つ
し
て
、
そ
れ
を
見 ●

つ
め
る
。 

① 

水
か
が
み
（
監
の
本
義
、
あ
と
の
鑑
に
あ
た
る
） 

② 

上
か
ら
見
お
ろ
す 

例 

監
視 

③ 

部
下
を
見
張
る 

例 

監
督 

鑑 カ
ン 

① 

昔
の
か
が
み
は
金
属
を
平
ら
に
磨

み
が
い

た
も
の
で
あ
っ
た 

→

金 ●

属
の
か
が
み
（
鏡
） 

→

（
自
分
を
）
み
る 

例 

鑑
賞
・
鑑
識
・
鑑
定 

→

手
本 

例 

亀
鑑
・
殷 イ

ン

鑑 

×

檻 カ
ン 

② 

囚
人
を
監
視
す
る
た
め
に
入
れ
て
置
く
木
の
？ 

→

お
り 

例 

檻
車
・
檻
送
・
獣
檻 

監 カ
ン 
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→

お
り
の
格
子

コ
ウ
シ 

→

橋
の
手
す
り 

例 

欄
檻 

艦 カ
ン 

△ 

海
上
の
戦
闘
の
た
め
に
防
禦
の
檻 ●

を
備
え
つ
け
た
舟 ● 

→

い
く
さ
ぶ
ね 

例 

戦
艦
・
軍
艦 

濫 ラ
ン 

① 

水
か
が
み
の
水 ●

が
外
に
こ
ぼ
れ
出
る 

→

あ
ふ
れ
る 

例 

氾 ハ
ン

濫 

→

度
が
過
ぎ
る 

例 

濫
用
・
濫
造
・
濫
読 

注 

よ
く
乱
用
・
乱
造
・
乱
読
で
代
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
〝
乱
暴
〟
〝
で
た
ら
め
〟
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
〝
度
が
過
ぎ
る
〟
と
は
た
い
へ
ん
に
違
っ
て
し
ま
う
。 

注 

ラ
ン
は
監 カ

ン

の
変
化
、
監
の
音
も
あ
る
。 

×

藍 ラ
ン 

△ 

監 ラ
ン

と
い
う
名
の
草 ●

。
日
本
で
は
？ 

  

→

あ
い 

参
考 

こ
の
草
を
煮
と
か
し
煮
つ
め
て
作
っ
た
染
料
の
色
が
〝
あ
い
色
〟
で
あ
る
。
藍
汁

あ
い
じ
る

を
さ

ら
に
煮
つ
め
る
と
〝
あ
お
（
青
）
色
〟
の
染
料
が

で
き
上
が
る
。
そ
れ
で
『
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、

藍
よ
り
も
青
し
』
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。 

弟
子

で

し

の
ほ
う
が
先
生
よ
り
り
っ
ぱ
に

な
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
た
こ
と
わ
ざ

で
あ
る
。『
出
藍

し
ゅ
つ
ら
ん

の
ほ
ま
れ
』
と
も

言
う
。 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
鑑
識 

二
、
殷
鑑 

三
、
濫
読 

四
、
出
藍 

答 

一
、
善
悪
・
真
偽
・
優
劣
な
ど
を
見
分

け
る
こ
と
。 

二
、
殷
鑑
遠
か
ら
ず
う
ん
ぬ

ん
は
、
詩
経
大
雅
に
あ
る
湯
王
の
言
。
股

の
艦
（
手
本
）
は
す
ぐ
近
い
所
（
前
代
の

夏
）
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
夏
の
桀 ケ

ツ

王
が
暴

政
に
よ
っ
て
滅
び
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
意
。
夏
は
湯
王
に
よ
っ
て

滅
ぼ
さ
れ
た
。 

三
、
度
の
過 

ぎ
た
読
書
、

読
み
過
ぎ
。 

四
、〔
参
考
〕
参
照
。 
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○旧 

襄 

衣
・

カ
ン

（
カ
ン

参
照
）・

（
古
い
形
は

で
、
人
が
土
仕
事
を
し
て
い
る
形
） 

① 

上
衣 ●

を
ぬ
い
で
、
口 ●

口 ●

に
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
畑 ●

仕 ●

事 ●

を
す
る
こ
と 

② 
仕
事
の
能
率
が
上 ●

が
る 

③ 

上
ジ
ョ
ウ

の
仮
借 

醸
ジ
ョ
ウ 

①
③ 

酒 ●

が
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
、
あ
わ
が
上
が
る
状
態 

→

か
も
す
（
発
酵
） 

例 

醸
成
・
醸
酒 

→

酒
を
造
る 

例 

醸
造 

譲
ジ
ョ
ウ 

① 

わ
い
わ
い
ぶ
つ
ぶ
つ
言 ●

い
た
い
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
言 ●

う
と
、自
然
と
相
手
の
立
場
も
わ
か 

り
、
自
分
の
立
場
も
相
手
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
こ
で
お
互
い
に
ゆ
ず
る
気
持
ち
が
自
然 

と
わ
く 

→

ゆ
ず
る 

例 

謙
譲 

  

注 

酒
が
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
、
そ
れ
が
や
ん
だ
と
き
、
り
っ
ぱ
な
酒
が
で
き
上
が

る
。
そ
の
よ
う
に
、
主
張
す
べ
き
は
主
張
し
て
こ
そ
真
の
理
解
の
う
え
に
立
っ
た
和
合
が
で
き

上
が
る
の
だ
。
譲
は
〝
ゆ
ず
る
〟
意
味
で
は
あ
る
が
、
〝
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
〟
と
い
う
字
で
で
き

て
い
る
こ
と
は
、
な
ん
と
意
味
の
深
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
謙
譲
と
は
、
た
だ
人
の
言
う
な
り 

に
従
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。 

×

穣
ジ
ョ
ウ 

② 

稲 ●

を
作
る
仕
事
の
能
率
が
上
が
る 

→

豊
か
に
み
の
る 

例 

五
穀
豊
穣 

嬢
ジ
ョ
ウ 

豊
か
に
み
の
っ
た
女 ●

（
む
す
め
） 

→

り
っ
ぱ
に
一
人
前
に
完
成
し
た
婦
人 

注 

良
い
女
と
い
う
意
味
の
〝
娘

ジ
ョ
ウ

〟
と
同
音
同
義
で
あ
る
が
、
今
は
、
娘
は
〝
む
す
め
〟
、
嬢

は
〝
お
嬢
さ
ん
〟
と
い
う
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
。 

㐮
ジ
ョ
ウ 
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壌
ジ
ョ
ウ 

① 

畑
仕
事
を
す
る
の
に
適
し
た
土 

→
よ
い
土 

例 

土
壌 

→
大
地 
例 

天
壌
無
窮 

注 

土
壌
は
単
に
〝
つ
ち
〟
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
で
は
な
い
。
〝
穀
物
を
作
り
育
て
る
土
〟 

〝
万
物
の
母
な
る
大
地
〟
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
で
あ
る
。 

×

攘
ジ
ョ
ウ 

△ 

口
口
に
言
い
合
う
意
の
襄
と
手 ●

と
の
会
意
・
形
声
字
。
相
手
の
意
見
を
口
で
し
り
ぞ
け
る
だ 

け
で
な
く
、
手
ま
で
使
う
こ
と 

→

手
で
は
ら
い
の
け
る 

例 

尊
皇
攘
夷 イ

（
皇
室
を
尊
び
、
夷

え
び
す

〔
外
国
人
〕
を
追
い
払
う
と
い
う

意
味
で
、
幕
末
に
口
に
さ
れ
た
こ
と
ば
） 

   

 

才 サ
イ

（
切 サ

イ

の
仮
借
）・
戈
（
ほ
こ
） 

武
器
を
も
っ
て
物
を
断
ち
切
る
。 

① 

断
ち
切
る 

裁 サ
イ 

① 

衣 ●

類
を
作
る
べ
く
布
を
断
ち
切
る 

→

裁
断 

注 

デ
ザ
イ
ン
か
ら
裁
断
ま
で
の
う
ち
は
変
更
が
き
く
が
、
い
っ
た
ん
裁
断
し
た
ら
も
う
変
更
は

き
か
な
い
。
ゆ
え
に
、
裁
断
と
い
う
こ
と
ば
は
次
の
意
味
を
も
つ
。 

→

最
終
的
な
決
着
を
つ
け
る 

例 

裁
判
・
裁
定
・
決
裁 

栽 サ
イ 

① 

木 ●

を
り
っ
ぱ
に
育
て
る
た
め
に
は
、
む
だ
な
枝
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

木 ●

を
断
ち
切
る
と
か
け
て
、
何
と
解
く
？ 

→

木
を
育
て
る 

例 

栽
培
・
盆
栽 

𢦏 サ
イ 
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→

木
を
植
え
る 

例 

移
裁
・
新
裁 

×

哉 サ
イ 

① 
こ
と
ば
（
口 ●

）
を
断
ち
切 ●

る 

→
終
助
詞 

例 

快
哉
・
豊
有
他
哉 

注 

快
哉

カ
イ
サ
イ

は
〝
快
な
る
か ●

な ●

〟
に
あ
た
る
。 

×

戴 タ
イ 

① 

断
ち
切
っ
て
、
切
り
離
し
た 

物
（
異 ●

）
を
次
々
と
？ 

→

上
に
の
せ
る
（
戴
の
本
義
） 

→

上
に
い
た
だ
く 

例 

推
戴
・
奉
戴 

→

上
か
ら
い
た
だ
く 

例 

頂
戴 

載 サ
イ 

△
𢦏
は
戴
（
上
に
の
せ
る
）
の
意
味
。
車 ●

の
上
に
？ 

→

の
せ
る 

例 

積
載
・
満
載 

→

記
事
を
の
せ
る 

例 

記
載
・
掲
載 

  ×

截 セ
ツ 

① 

と
ら
え
た 

鳥
（
隹 ●

）
を
焼
き
鳥
に
す
べ
く 

→

断
ち
切
る 

例 

截
断
・
直
截 

注 

切 サ
イ

の
音
が
切 セ

ツ

に
。 

問 

次
の
こ
と
ば
の
読
み
と
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
裁
定 

二
、
移
栽 

三
、
推
戴 

四
、
転
載 

五
、
截
断 

 

音
（
こ
と
ば
ま
た
は
文
字
を
意
味
す
る 

弋 ヨ
ク

（
戈 カ

で
は
な
い
。
地
上
に
立
て
た
境
界
の
目

じ
る
し
の
木
の
枝
の
象
形
。
し
る
し
の
意
） 

① 

境
界
を
明
言
し
た
碑
（
し ●

る ●

し ●

）
の
た
ぐ
い 

② 

物
事
を
明
瞭

メ
イ
リ
ョ
ウ

に
区 ●

別 ●

す
る 

答 

一
、
サ
イ
テ
イ
・
物
事
の
是
非
・
善
悪

を
判
断
し
決
定
す
る
こ
と
。 

二
、
イ
サ 

イ
・
植
物
を
別
の
土
地
に
移
し
植
え
る
こ

と
。 

三
、
ス
イ
タ
イ
・
上
に
推
し
戴
く
こ

と
。 

四
、
テ
ン
サ
イ
・
あ
る
記
事
を
そ
の

ま
ま
別
の
書
物
に
掲
載
す
る
こ
と
。 

五
、

セ
ツ
ダ
ン
・
断
ち
切
る
こ
と
。 

戠 ヨ
ク 
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職
シ
ョ
ク 

② 

耳 ●

で
物
事
を
は
っ
き
り
と
聞
き
分
け
る 

→
民
の
声
を
聞
く
こ
と
は 

→
役
人
の
最
も
た
い
せ
つ
な
仕
事
（
職
の
本
義
） 

→

仕
事 

例 
職
業
・
就
職 

注 

音
は
耳 ●

と
戠 ヨ

ク

で
シ
ョ
ク
。 

識 シ
キ 

② 

言 ●

（
こ
と
ば
）
の
持
つ
意
味
を
明
瞭
に
区
別
す
る 

→

こ
と
ば
の
理
解
（
識
の
本
義
） 

→

物
事
を
見
分
け
る 

例 

認
識
・
識
見 

→

し
る
し
（
戠
の
意
） 

例 

標
識 

注 

音
は
言 シ

ン

と
戠 ヨ

ク

で
シ
ョ
ク
、
呉
音
は
シ
キ
。 

織
シ
ョ
ク 

① 

糸 ●

に
し ●

る ●

し ●

を
つ
け
る
の
は
何
の
た
め
？ 

  

→

布
を
お
る 

例 

紡
織

ボ
ウ
シ
ョ
ク

・
染
織

セ
ン
シ
ョ
ク 

は
た
を
織
る
に
は
手
順
と
準
備
が
い
る 

→

組
み
立
て
る 

例 

組
織

ソ
シ
キ 

注 

音
は
糸 シ

と
戠 ヨ

ク

で
シ
ョ
ク
、
呉
音
は
シ
キ
。 

×

幟 シ 

① 

し
る
し
の 

書
い
て
あ
る
布
（
巾 ●

）
と
は
？ 

→

の
ぼ
り 

例 

旗
幟

キ

シ

（
旗
じ
る
し
） 

×

熾 シ 

①
② 

火 ●

が
明 ●

る
く
燃
え
る
。
火
の
勢
い
は
？ 

→

さ
か
ん 

例 

熾
烈
（
盛
ん
で
烈 は

げ

し
い
） 

 

土
地
の
境
界
線
を
明
示
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
〝
木
の
枝
〟
の
象
形
。 

① 

目
じ
る
し
（
標
識
） 

シ
キ 弋 ヨ

ク 
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×
杙 ヨ

ク 

① 

目
じ
る
し
の
た
め
に
立
て
た
木 ● 

→
く
い 

代
（
タ
イ
） 

① 
か
わ
り
だ
と
い
う
し
る
し
を
持
っ
た
人 ● 

→

か
わ
り 
例 
代
理
・
代
筆 

→

か
わ
る 

例 

更
代
・
代
納 

注 

代
理
人
は
そ
の
証
拠
と
な
る
し
る
し
を
持
た
な
け
れ
ば
、
そ
の
資
格
を
失
う
。
た
い
せ
つ
な

も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
弋 ●

と
人 ●

と
で
こ
れ
を
表
わ
し
た 

注 

音
は
替 タ

イ

（
か
わ
る
）。
ダ
イ
は
呉
音
。 

→

世 

例 

世
代
・
現
代
・
時
代 

注 

親
の
世
か
ら
子
の
世
へ
と
世
は
か
わ
る
の
で
。 

貸 タ
イ 

△ 

次
の
世
代 ●

に
お
く
る
財
産
（
貝 ●

） 

  

→

遺
産
（
貸
の
本
義
） 

→

た
だ
で
与
え
る 

注 

一
時
的
に
た
だ
で
与
え
る
。 

→

か
す 

例 

貸
与
・
賃
貸
・
貸
出

タ
イ
シ
ュ
ツ 

注 

貰 セ
イ

（
も
ら
う
）
は
、
貸
と
全
く
同
じ
構
造
の
字
で
あ
る
が
、
貸 ●

は
親
の
立
場
か
ら
、
貰 ●

は
子 

の
立
場
か
ら
意
味
を
取
っ
た
の
で
、
意
味
が
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。 

×

黛 タ
イ 

△ 

ま
ゆ
毛
を
そ
っ
て
、
代 ●

り
に
黒 ●

く
え
が
く
も
の
は
？ 

→

ま
ゆ
ず
み 

例 

粉
黛
・
紅
黛
・
翠 ス

イ

黛 

袋 タ
イ 

△ 

着
物
（
衣 ●

）
の
代 ●

り
に
か
ら
だ
を
包
む
布 

→

衣
の
代
用
品
（
袋
の
本
義
） 

→

か
ら
だ
を
包
む
も
の 

例 

手
袋

て
ぶ
く
ろ

・
足
袋

た

び 

ダ
イ 

か
し
だ
し 
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→

物
を
包
む
も
の 

例 

紙
袋

か
み
ぶ
く
ろ 

注 

昔
は
今
の
よ
う
に
裁
縫
用
具
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ふ
だ

ん
着
な
ど
は
、布
を
た
だ
か
ら
だ
に
巻
き
つ
け
る
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
た
。

こ
れ
が
袋
で
あ
る
。 

式 シ
キ 

① 

工 ●

作
を
す
る
と
き
の
目
じ
る
し 

→

ひ
な
が
た
（
手
本
） 
例 

形
式
・
格
式 

→

一
定
の
き
ま
り 

例 

正
式
・
儀
式 

注 

シ
キ
は
呉
音
、
漢
音
は
シ
ョ
ク
。 

 

耕
作
に
用
い
る
〝
す
き
〟
の
象
形
字
。 

す
き
は
、
生
活
に
最
も
必
要
な
手
だ
て
で
あ
っ
た
。 

 

 

① 

手
だ
て
（
方
法
）
例 

方
途 

② 

方
角
（
四
方
） 

例 

方
位
・
方
面 

③ 

四
角 

例 

正
方
形
・
長
方
形 

防 ボ
ウ 

② 

四
方 ●

を
土
手
（
阝 ●

）
で
囲
む
の
は
、
村
や
町
を
外
敵
に
対
し
て
？ 

→

ふ
せ
ぐ 

例 

防
壁
・
防
衛 

注 

中
国
の
都
市
は
四
方
に
防
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
が
防
の
本
義
で
あ
る
。 

坊 ボ
ウ 

② 

家
の
四
方 ●

に
土 ●

塀
を
め
ぐ
ら
し
た
建
物 

→

寺
院 

→

僧
の
住
む
と
こ
ろ 

例 

僧
坊
・
坊
舎 

→

僧 

例 

坊
主
（
も
と
は
坊
の
主

あ
る
じ

の
意
） 

→

髪
の
毛
を
短
く
刈
っ
た
者 

例 

坊
や
・
赤
ん
坊 

方 ホ
ウ 
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妨 ボ
ウ 

② 

四
方 ●

を
女 ●

に
囲
ま
れ
て
は
、
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い 

→
さ
ま
た
げ
る 

例 

妨
害 

紡 ボ
ウ 

② 

四
方 ●

に
糸 ●

巻
き
を
置
き
、
そ
れ
を
一
本
の
糸
に
よ
り
上
げ
る 

→

つ
む
ぐ 
例 
紡
織
・
紡
績
・
混
紡 

注 

糸
を
よ
る
の
に
錘
（
つ
む
）
と
い
う
重 お

も

り
を
使
う
の
で
〝
つ
む
ぐ
〟
と
言
う
。 

肪 ボ
ウ 

② 

肉 ●

の
ま
わ
り
（
方 ●

）
の
肉 ●

は
？ 

→

あ
ぶ
ら
肉
（
皮
下
脂
肪
） 

注 

脂
は
〝
旨 う

ま

い
肉
〟
と
い
う
意
味
の
字
。
あ
ぶ
ら
の
の
っ
た
肥
え
た
肉
は
お
い
し
い
。 

×

彷 ホ
ウ 

② 

行
く
方
角
を
定
め
ず
に
、
四
方 ●

の
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
ず
に
行 ●

く 

（
あ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
、
そ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
） 

→

さ
ま
よ
う 

例 

彷
徨

ホ
ウ
コ
ウ 

  

→

ぼ
ん
や
り 

例 

彷
彿 フ

ツ 

芳 ホ
ウ 

② 

あ
た
り
一
面
（
四 ●

方 ●

）
草 ●

花 ●

に
お
お
わ
れ
て
い
る 

→

か
ぐ
わ
し
い 

例 

芳
香
・
芳
草
・
芳
園 

→

美
し
い 

例 

芳
景
・
芳
心 

→

敬
称 

例 

芳
志
・
芳
顔
・
芳
名 

訪 ホ
ウ 

② 

あ
っ
ち
へ
行
き
、
そ
っ
ち
へ
行
き
し
て
た
ず
ね
る
（
言 ●

） 

→

た
ず
ね
る 

例 

訪
問
・
歴
訪 

放 ホ
ウ 

△ 

古
い
形
は

で
、
人
と
攵
の
会
意
字 

→

人
を
追
い
払
う 

例 

追
放 

注 

音
は
攵 ボ

ク

が
変
化
し
て
ホ
ウ
。
そ
の
た
め
、
人
が
方
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

→

自
由
に
任
す 

例 

放
任
・
放
言 
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→

わ
が
ま
ま 

例 

放
縦
・
放
漫 

問 
次
の
芳
の
違
い
を
述
べ
よ
。 

一
、
芳
園 
二
、
芳
志 

三
、
芳
心  

次
の
放
の
違
い
を
述
べ
よ
。 

四
、
釈
放 

五
、
放
逐 
六
、
放
漫 

 

り
っ
ぱ
な
酒
を
入
れ
る
容
器
。 

こ
れ
が
あ
る
家
は
豊
か
な
財
産
家
。 

① 

財
産 

② 

豊
か 

富 フ
ウ 

① 

財
産
の
あ
る
家 

  

→

と
む 

例 

富
裕
・
富
貴 

② 

豊
か 

例 

豊
富
・
富
饒

フ
ジ
ョ
ウ 

福 フ
ク 

① 

神 ●

の
授
け
る
財
産 

→

さ
い
わ
い 

例 

幸
福
・
福
運
・
福
利 

注 

目
に
見
え
る
物
質
的
な
財
産
が
富
、
目
に
見
え
な
い
精
神
的
な
富
が
福
で
あ
る
。 

副 フ
ク 

① 

財
産
を
二
つ
に
分 ●

け
る 

→

半
分
を
ひ
か
え
に
取
っ
て
置
く 

→

ひ
か
え 

例 

副
本
・
副
将 

→

補
助 

例 

副
読
本 

注 

正
副
は
同
じ
二
つ
の
も
の
で
、
そ
の
一
つ
を
正
と
し
、
他
を
副
と
す
る
の
が
本
義
で
あ
る
。

今
で
は
、
優
劣
の
あ
る
劣
っ
た
ほ
う
が
副
で
あ
り
、
補
助
の
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

答 

一
、
か
ぐ
わ
し
い
花
園
。 

二
、
あ
な
た
の

お
志
。 

三
、
美
し
い
心
。 

四
、 

自
由
に
任
す
。 

五
、
追
い
払
う
。 

六
、
気
ま
ま
。 

畐 フ
ク 

フ 
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幅 フ
ク 

② 

豊
か
な
布 ● 

→
た
っ
ぷ
り
は
ば
の
あ
る
布
（
幅
の
本
義
） 

→
は
ば 
例 

走
り
幅
と
び
・
幅
員 

輻 フ
ク 

② 

豊
か
な
車 ●

（
ぜ
い
た
く
に
作
ら
れ
た
車
） 

→

や
の
あ
る
車
輪
（
輻
の
本
義
） 

→

や 

例 

車
輻 

→

集
ま
る 

例 

輻
輳 

→

放
射
す
る 

例 

輻
射 

注 

木
を
輪
切
り
し
た
よ
う
な
車
輪
を
輇 セ

ン

と
言
い
、
放
射
状
の
棒
（
や
）
の
あ

る
ぜ
い
た
く
な
の
が
輻
で
あ
る
。 

問 

次
の
副
お
よ
び
輻
の
違
い
を
述
べ
よ
。 

  

一
、
副
本
と
副
読
本 

二
、
輻
輳
と
輻
射 

 

は
二
つ
重 ●

ね ●

た
よ
う
な
形
を
し
た
酒
器
で

あ
る
。

は
、

（
止
）
を
さ
か
さ
に
し
た
形
。

足
（
歩 ●

く ●

）
の
意
が
あ
る
。 

① 

重
ね
る
（
重
な
る
） 

② 

重
ね
て
行
く
（
ふ
た
た
び
） 

③ 

行
っ
た
り
来
た
り
す
る 

複 フ
ク 

① 

布
を
重
ね
て
作
っ
た
着
物
（
衣 ●

） 

→

合
わ
せ
（
表
地
と
裏
地
と
合
わ
せ
て
仕
立
て
ら
れ
た
着
物
の
こ
と 

複
の
本
義
） 

→

重
な
り
合
う
（
こ
み
合
う
） 

例 

重
複
・
複
雑 

答 

一
、
副
本
は
同
じ
内
容
の
二
つ
の
一

つ
で
、
他
の
一
つ
の
控
え
で
あ
る
。
副

読
本
は
、
異
な
っ
た
内
容
の
二
つ
の
一

つ
で
、
他
の
補
助
で
あ
る
。 

二
、
幅
が

中
心
に
向
か
っ
て
集
ま
る
の
意
を
取
っ

た
の
が
輻
輳
で
、
反
対
に
中
心
よ
り
四

方
に
放
射
す
る
意
を
取
っ
た
の
が
輻
射

で
あ
る
。 

复 フ
ク 
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腹 フ
ク 

① 

肉 ●

体 ●

の
中
で
、
多
く
の
器
官
の
重
な
り
合
っ
た
と
こ
ろ 

→
は
ら 

例 

空
腹
・
満
腹 

→
心
（
ま
た
は
度
量
） 

例 

腹
案
・
腹
心 

復 フ
ク 

② 

一
度
適
っ
た
道
を
重
ね
て
通
る 

→

か
え
る 

例 

往
復
・
復
帰 

→

元
に
も
ど
る
（
も
ど
す
） 

例 

回
復
・
復
古 

→

く
り
返
す 

例 

反
復
・
復
習 

注 

帰
は
出
発
し
た
所
に
か
え
る
こ
と
。
復
は
行
き
の
道
を
通
っ
て
出
発

点
に
か
え
る
こ
と
。 

×

馥 フ
ク 

③ 

よ
い
香 ●

（
か
お
り
）
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る 

→

か
お
る
（
に
お
う
） 

例 

芳
馥
・
馥
郁 イ

ク 

  

覆 フ
ク 

③ 

お
お
い
（

）
を
取
っ
た
り
着
け
た
り
す
る 

→

お
お
い 

例 

覆
蓋

フ
ク
ガ
イ

・
覆
面

フ
ク
メ
ン 

→

ひ
っ
く
り
か
え
す 

例 

顛
覆

テ
ン
プ
ク 

注 

お
お
い
と
い
う
も
の
は
着
け
た
り
は
ず
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
复 フ

ク

と
言
う 

問 

次
の
フ
ク
を
漢
字
で
書
け
。
一
、
□ フ

ク 

二
、
□ フ

ク

習 

三
、
□ フ

ク

案 

四
、
□ フ

ク

雑 

五
、
□ フ

ク

面  

 

胎
児
が
母
親
の
腹
の
中
に
包
ま
れ
て
い
る
形
。 

 

 

① 

つ
つ
む
（
つ
つ
み
） 

例 

包
装
・
包
囲 

 

② 

腹
が
大
き
い 

抱 ホ
ウ 

① 

手 ●

で
つ
つ
む 

→

だ
く
（
か
か
え
る
） 

例 

抱
擁
・
介
抱 

答 

一
、
馥 

二
、

復 

三
、
腹 

四
、

複 

五
、
覆 

包 ホ
ウ 
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注 

抱
負
は
手
に
抱
き
、
背
に
負
う
意
だ
が
、
〝
心
に
い
だ
く
望
み
〟
の
意
に
用
い
る
。 

→

心
に
い
だ
く 

例 

懐
抱
・
大
志
を
抱 い

だ

け 

飽 ホ
ウ 

② 

食 ●

べ
物
で
腹
が
大
き
く
な
る 

→

腹
い
っ
ぱ
い 

例 

飽
満
・
飽
食 

→

あ
き
る 

例 
飽
聞
（
あ
き
る
ほ
ど
聞
く
） 

砲 ホ
ウ 

① 

石 ●

を
包 ●

ん
で
、
そ
れ
を
は
じ
き
と
ば
す
兵
器 

→

石
弓

い
し
ゆ
み

（
こ
れ
が
昔
の
最
大
の
兵
器
） 

→

大
砲
（
今
の
大
砲
は
鉄
の
弾
丸
を
と
ば
す
が
、
字
は
昔
の
ま
ま
の
石
で
あ
る
） 

×

鞄 

① 

物
を
包 ●

む
た
め
の
革 か

わ

製
の
物
入
れ 

→

か
ば
ん
（
国
字
） 

胞 ホ
ウ 

① 

胎
児
を
包 ●

ん
で
い
る
肉 ●

体
の
部
分 

  

→

え
な 

例 

同
胞
（
胞 ●

を
同 ●

じ
く
す
る
意
で
、
同
じ
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
兄
弟
姉
妹
） 

注 

生
殖
の
働
き
を
持
つ
も
の
に
こ
の
字
を
い
る
。 

例 

胞
子
・
細
胞 

×

泡 ホ
ウ 

① 

空
気
を
水 ●

で
包 ●

ん
で
い
る
も
の 

→

あ
わ 

例 

水
泡
・
泡
沫

ホ
ウ
マ
ツ

（
水
の
末―

し
ぶ
き
） 

→

消
え
や
す
い
も
の 

例 

泡
雪 

×

庖 ホ
ウ 

① 

食
べ
物
を
包 ●

み
置
く
所
（
广 ●

） 

→

料
理
場
（
台
所
） 

→

料
理
人 

×

疱 ホ
ウ 

① 

泡
つ
ぶ
の
よ
う
な
は
れ
物
の
で
き
る
病
気 

→

も
が
さ
（
疱
瘡

ホ
ウ
ソ
ウ

） 

注 

今
は
天
然
痘
と
言
う
。
痘
は
豆
つ
ぶ
の
よ
う
な
は
れ
物
の
で
き
る
病
気
と
い
う
意
味
。 
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×
袍 ホ

ウ 

① 

中
に
綿
を
包 ●

ん
で
あ
る
着 ●

物 ● 

→
綿
入
れ
（
冬
の
防
寒
用
衣
類
） 

×

鉋 ホ
ウ 

① 

中
に
金 ●

を
包 ●

ん
で
あ
る
大
工
道
具 

→

か
ん
な
（
刃
が
木
の
台
の
中
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
） 

問 

次
の
ホ
ウ
を
漢
字
で
書
き
、
意
味
を
考
え
よ
。 

一
、
□ ホ

ウ

腹 

二
、
□ ホ

ウ

撃 

三
、
芽 ガ

□ ホ
ウ 

四
、
□ ホ

ウ

食 

五
、
□ ホ

ウ

丁  

 

容
器
か
ら
は
み
出
る
ほ
ど
、
〝
も ●

の ●

が
ひ ●

ど ●

く ●

た
く
さ
ん
あ
る
〟
こ
と
を
表
わ
し
た
字
。 

① 

も
の 

② 

ひ
ど
い 

③ 

た
く
さ
ん
（
多
い
） 

  

④ 

初
の
仮
借 

音
、
シ
ャ→

シ
ョ→

チ
ョ→

ト 

sh
a
 

sy
o
 

ty
o
 

 to
 

煮 シ
ャ 

② 

火 ●

を
ひ
ど
く
燃
や
す
の
は
何
の
た
め
？ 

→

に
る 

例 

煮
沸
（
沸
は
湯
を
わ
か
す
） 

×

奢 シ
ャ 

② 

ひ
ど
く
大 ●

き
い
顔
を
す
る 

→

い
ば
る 

例 

驕
奢

キ
ョ
ウ
シ
ャ

・
奢
傲 ゴ

ウ 

→

お
ご
る 

例 

奢
恣 シ

・
豪
奢 

暑 シ
ョ 

② 

日 ●

が
ひ
ど
く
照
り
つ
け
る 

→

あ
つ
い 

例 

酷
暑
・
避
暑
・
残
暑  

【
反
対
】 

寒
い 

【
注
意
】 

熱
い↔

冷
た
い 

答 

一
、
抱
腹
・（
腹
を
か
か
え
て

笑
う
） 

二
、
砲
撃
・（
砲
弾
を
打

ち
込
ん
で
敵
を
攻
撃
す
る
） 

三
、

芽
胞
・（
胞
子
の
こ
と
） 

四
、
飽

食
・（
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
）
五
、

庖
丁
・（
中
国
の
名
料
理
人
の
名
。

ま
た
料
理
に
使
う
刃
物
） 

者 シ
ャ 
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諸 シ
ョ 

②
③ 

ひ
ど
く
言 ●

（
こ
と
ば
）
が
多
い
（
本
義
） 

→
多
い
（
多
く
の
） 

例 

諸
侯
・
諸
君 

（
も
ろ
も
ろ
） 

例 

諸
国 

著 チ
ョ 

② 

ひ
ど
く
草 ●

が
茂
る
（
本
義
） 

→

ひ
ど
い
（
い
ち
じ
る
し
い
） 

例 

顕
著
・
著
明 

→

目
だ
つ
（
あ
ら
わ
れ
る
） 

例 

著
名 

→

あ
ら
わ
す 

例 

著
述
・
著
書 

署 シ
ョ 

③ 

綱
（
罒
）
の
よ
う
に
配
置
を
密
に
す
る 

→

手
分
け
す
る 

例 

部
署 

→

役
所 

例 

警
察
署
・
税
務
署 

注 

罒 も
う

は
网
で
、
網
の
象
形
。
仕
事
を
細
か
く
手
分
け
し
て
、
網
の
目
を
張
っ
た
よ
う
に
、
取
り 

  

こ
ぼ
し
の
な
い
よ
う
に
処
理
す
る
意
味
の
字
。
警
察
・
税
務
署
な
ど
、
打

っ
て
つ
け
の
使
い
方
で
あ
る
。 

×

薯 シ
ョ 

②
③ 

ひ
ど
く
根
を
張
り
、
多
く
の
実
を
つ
け
る
植
物 

×

藷 シ
ョ 

②
③ 

→

い
も 

注 

甘
藷
（
甘
薯
）
は
あ
ま
い
い ●

も ●

の
意
で
、
さ
つ
ま
い
も
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
の
原
産
地
が

薩
摩
の
国
（
鹿
児
島
県
）
で
あ
っ
た
た
め
。 

緒 シ
ョ 

④ 

糸 ●

の
初 ●

め 

→

い
と
ぐ
ち
（
糸
口
） 

例 

端
緒 

→

初
め 

例 

緒
言
・
緒
論
・
情
緒
（
喜
怒
哀
楽
の
糸
口
と
い
う
意
） 

注 

音
は
初 シ

ョ

で
あ
る
が
、
チ
ョ
と
慣
用
読
み
さ
れ
る
。 
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×
渚 シ

ョ 

④ 

陸
地
か
ら
水 ●

に
う
つ
る
初 ●

め
の
と
こ
ろ 

→
な
ぎ
さ 

×

曙 シ
ョ 

④ 

日 ●

の
出
初 ●

め 

→

あ
け
ぼ
の 
例 

曙
光 

注 

暗
黒
を
破
っ
て
光
明
に
満
ち
た
世
界
に
な
る
前
ぶ
れ
で
あ
る
か
ら
、
良
い
こ
と
の
起
こ
る
前

兆
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。 

都 ト 

②
③ 

多
く
の
邑 ま

ち

（
阝
）
を
含
ん
だ
大
き
な
町 

→

み
や
こ
（
そ
の
国
の
主
権
者
の
住
む
町
） 

→

大
き
な
町 

例 

都
市
・
都
会 

×

猪 チ
ョ 

③ 

多
く
の
食
肉
の
取
れ
る
獣
類
（

と
も
書
く
） 

→

い
の
子
（
ぶ
た
） 

例 

野
猪
（
い
の
し
し
） 

  

注 

猪
突
猛
進
（

猪
い
の
し
し

が
ま
っ
す
ぐ
に
突
っ
走
る
よ
う
に
、
向
こ
う
見
ず
な
こ
と
を
言
う
） 

×

箸 チ
ョ 

① 

容
器
に
盛
ら
れ
た
も ●

の ●

を
つ
ま
む
竹 ●

の
は
さ
み 

→

竹
ば
し 

注 

昔
の
箸 は

し

は
一
本
の
竹
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
折
り
曲
げ
、
両
端
で
物
を

は
さ
ん
だ
。
そ
の
様
子
は
鳥
が
え
さ
を
つ
い
ば
む
口
ば
し
に
似
て
い
る
の
で

〝
は
し
〟
の
名
が
あ
る
。
昔
は
、
口
ば
し
を
単
に
〝
は
し
〟
と
言
っ
た
。 

問 

次
の
こ
と
ば
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
あ
け
ぼ
の 

二
、
い
と
ぐ
ち 

三
、
な
ぎ
さ 

四
、
も
ろ
も
ろ 

五
、
い
ち
じ
る
し
い  

 

は
ま
ぐ
り
の
象
形
字
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
意
味
に
は
全
く
用
い
ら
れ
な
い
。
十
二
支
の
〝
た

つ
〟
に
用
い
ら
れ
る
た
め
、
方
角
・
時
・
年
月
日
を
表
わ
す
の
に
使
わ
れ
る
。 

答 

略 

辰 シ
ン 
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① 

方
角
（
東
か
ら
少
し
南
に
か
た
よ
っ
た
方
角
） 

② 

時 

例 

辰
刻
（
時
刻
の
意
） 

③ 
日 
例 

良
辰
（
良
い
日
の
意
） 

④ 

天
体 
例 
星
辰 

⑤ 

神 シ
ン

の
仮
借 

×

晨 シ
ン 

① 

日 ●

が
辰 ●

の
方
角
に
あ
る
こ
ろ 

→

あ
さ
（
あ
し
た
） 

例 

早
晨
・
晨
夜 

震 シ
ン 

⑤ 

雨 ●

を
降
ら
す
神 ● 

→

か
み
な
り
（
雷
） 

→

雷
鳴
の
と
ど
ろ
き
（
ふ
る
え
） 

例 

震
動
（
雷
鳴
に
伴
う
空
気
の
ふ
る
え
が
本
義
。
地
震
の

多
い
わ
が
国
で
は
地
震
の
ふ
る
え
に
使
う
。
中
国
の
地
震
は
、
雷
の
地
を
ふ
る
わ
せ
る
こ
と
を 

  

い
う
） 

注 

神
は
雷
が
本
義
。
雷
は

で
、
雷
の
ご
ろ
ご
ろ
鳴
る
様
と
雷
光
を
表
わ
し
た
も
の
。
神
の
申

は

で
雷
光
を
表
わ
し
て
お
り
、
電
の 

と
同
じ
意
。
か
み
な
り
は
神
鳴
り
で
、
鳴
る
神
と 

も
言
わ
れ
る
。 

振 シ
ン 

△ 

手 ●

を
ぶ
る
ぶ
る
と
ふ
る
わ
せ
る 

→

ふ
る
わ
せ
る 

例 

振
動 

→

ふ
る
う 

例 

振
興
・
振
武
・
不
振 

→

ふ
る 

例 

振
鈴
・
三
振 

×

脣 シ
ン 

△ 

ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
肉 ●

体
の
部
分 

→

く
ち
び
る 

例 

紅
脣 
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唇 シ
ン 

△ 

口 ●

を
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
わ
せ
る 

→
驚
い
て
声
を
出
す
（
本
義
） 

→
く
ち
び
る
（
脣
の
代
用
） 

娠 シ
ン 

△ 

女 ●

の
か
ら
だ
が
ぶ
る
ぶ
る
と
ふ
る
え
る 

→

胎
児
が
動
く
（
本
義
） 

→

は
ら
む 

例 

妊
娠 

×

賑 シ
ン 

△ 

お
金 ●

が
盛
ん
に
動
く 

→

景
気
が
よ
い
（
本
義
） 

→

に
ぎ
わ
う 

例 

殷 イ
ン

賑 

→

に
ぎ
わ
す 

例 

賑
恤

ジ
ュ
ン

・
賑
救 

注 

貧
困
な
人
々
に
金
品
を
与
え
る
こ
と
を
〝
に
ぎ
わ
す
（
賑
）
〟
と
言
う
。 

  

問 

次
の
シ
ン
を
漢
字
で
書
け
。 

一
、
妊
□ シ

ン 

二
、
殷
□ シ

ン 

三
、
紅
□ シ

ン 

四
、
□ シ

ン

動 

五
、
□ シ

ン

興 

六
、
□ シ

ン

夜  

 

 

木
に
く
だ
も
の
の
な
っ
て
い
る
形
。 

種→

芽→

木→

花→

実
（
最
後
） 

① 

く
だ
も
の
（
果
実
） 

② 

は
て
（
最
後
） 

③ 

は
た
す
（
仕
と
げ
る
） 

注 

結
果
は
〝
実 み

（
果
実
）
を
結
ぶ
〟
意
で
、
原
因
が
あ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
事
が
ら
を
言

う
の
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
原
因 ●

と
結
果 ●

と
の
関
係
を
〝
因
果
〟
と
言
う
。 答 

一
、
娠 

二
、
賑 

三
、
屑 

四
、
振 

五
、

振 

六
、
晨 

果 カ 
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菓 カ 

① 

果
が
本
義
（
く
だ
も
の
）
以
外
の
用
法
（
は
た
す
）
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
く
だ
も
の
専 

用
に
作
っ
た
字
。
艹
は
植
物
の
意 

→
く
だ
も
の 

例 

水
菓
子 

→

お
菓
子 
例 
茶
菓
・
製
菓 

注 

菓
子
は
元
来
く
だ
も
の
の
称
だ
が
、
今
は
ケ
ー
キ
の
称
。
水
菓
子
と
い
う
呼
び
方
だ
け
が
、 

本
来
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
。 

課 カ 

③ 

仕
事
を
果 ●

た
す
よ
う
に
言 ●

い
つ
け
る 

→

わ
り
あ
て
る 

例 

課
題
・
課
税
・
日
課 

→

仕
事
の
区
分 

例 

会
計
課
・
課
目 

×

夥 カ 

① 

く
だ
も
の
が
多 ●

く
木
に
な
っ
て
い
る 

→

お
び
た
だ
し
い 

例 

夥 カ

多 タ 

  ×

顆 カ 

① 

頭 ●

の
よ
う
に
丸
い
果 ●

実 

→

つ
ぶ
（
丸
い
形
） 

例 

顆
粒 

×

踝 カ 

① 

足 ●

の
中
で
果 ●

実
の
よ
う
に
丸
く
ふ
く
ら
ん
だ
部
分 

→

く
る
ぶ
し 

×

裹 カ 

① 

果 ●

実
を
衣 ●

（
着
物
）
の
中
に
つ
つ
む 

→

つ
つ
む 

例 

裹
足
・
裹
頭 

注 

衣 ●

の
中
に
果 ●

を
入
れ
た
字
で
、
裏
（
う
ら
）
と
混
同
し
や
す
い
の
で
注
意
。 

裸 ラ 

① 

つ
つ
ま
れ
た
果
（
裹
）
が
外
に
出
て
い
る
形 

→

む
き
出
し 

例 

裸
出 

→

は
だ
か 

例 

裸
体
・
赤
裸 

注 

果 カ

の
音
が
変
化
し
て
ラ
。
例 

格 カ
ク―

絡 ラ
ク 

楽 ガ
ク―

楽 ラ
ク 

京
キ
ョ
ウ―

涼
リ
ョ
ウ 
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ま
だ
〝
果
〟
ほ
ど
に
は
大
き
く
な
ら
な
い
〝
未
熟
〟
な
く
だ
も
の
の
形
。 

① 

未
熟 

② 

ま
だ･･･…

な
い 

味 ミ 

① 

未 ●

熟
な
果
実
を
〝
ま
だ
食
べ
ら
れ
な
い
か
な
〟
と
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
食 ●

べ
て
み
る 

→

あ
じ
を
み
る
（
味
わ
う
） 

→

あ
じ 

例 

味
覚
・
珍
味 

妹 マ
イ 

① 

き
ょ
う
だ
い
の
中
で
未 ●

熟
な
女 ● 

→

い
も
う
と 

例 

姉
妹 

注 

未 ミ―

妹 マ
イ

（m
ilk

ミ
ル
ク―

m
ile

マ
イ
ル

） 

×

昧 マ
イ 

①
② 

日
が
ま ●

だ ●

上
ら
な ●

い ●

、（
日
が
未
熟
） 

→

夜
あ
け→

く
ら
い 

例 

昧
旦 

  →

は
っ
き
り
し
な
い 

例 

曖 ア
イ

昧 

→

愚
か 

例 

蒙 モ
ウ

昧
・
愚
昧 

×

寐 ビ 

①
② 

未 ●

熟
な
睡 ●

眠 ●

（
ま ●

だ ●

よ
く
寝
入
ら
な ●

い ●

） 

→

浅
い
眠
り
（
ま
ど
ろ
む
） 

例 

寤
寐

ゴ

ビ 

魅 ミ 

① 

未 ●

熟
な
鬼 ● 

→

人
間
と
も
鬼
と
も
つ
か
ぬ
ば
け
も
の
（
人
間
の
姿
を 

し
て
人
に
近
づ
き
、
人
を
あ
や
し
げ
な
力
で
惑
わ
す
と

い
う
。
こ
れ
が
〝
魅
惑
す
る
〟
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
あ

や
し
げ
な
力
を
〝
魅
力
〟
と
い
う
） 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
解
け
。 

一
、
曖
昧 

二
、
蒙
昧 

三
、
寤
寐 

未 ミ 

答 

一
、
曖
は
日
が
か
げ
っ
て
暗
い

こ
と
。
物
事
の
は
っ
き
り
し
な
い
こ

と
を
い
う
。 

二
、
蒙
は
家
、
目
隠

し
さ
れ
た
豕 ぶ

た

で
、
物
事
に
く
ら
い
、

愚
か
の
意
。
道
理
に
く
ら 

い
、
無

知
の
意
に
用
い
る
。 

三
、
寤
は
眠

り
か
ら
吾 わ

れ

に
帰
る
の
意
で
目
ざ
め

る
こ
と
。
寝
て
も
覚 さ

め
て
も
の
意
。 
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は
帽
子
の
象
形
。
帽 ●

子
を
目 ●

の
と
こ
ろ
ま
で
深
く
か
ぶ
る
こ
と
を
表
わ
し
た
字
。 

① 

か
ぶ
る
（
冒
の
本
義
） 

② 
こ
う
む
る 

例 

寒
冒
・
感
冒 

③ 

お
か
す 

例 

冒
瀆 ト

ク

・
冒
険 

帽 ボ
ウ 

① 

頭
に
か
ぶ
る
布 ● 

→

か
ぶ
り
も
の 

例 

帽
子 

冒
と
又
の
会
意
形
声
字
。
帽
子
を
目
深
く
か
ぶ
っ
た
人
の
手
を
取
り
〝
手
を
引
い
て
や
る
〟
こ

と
を
表
わ
し
た
字
。 

① 

引
っ
ぱ
る 

② 

長
く
の
び
る 

③ 

広
が
る 

  

注 

曼
の
音
は
冒 ボ

ウ

の
変
化
し
た
バ
ン
、
呉
音
は
マ
ン
。
呉
音
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
る
。 

×

蔓 マ
ン 

② 

草 ●

の
長
く
の
び
る
部
分 

→

つ
る 

→

は
び
こ
る 

例 

蔓
延
（
蔓
が
延
び
る
の
意
だ
が
、
〝
病
気
が
蔓
延
す
る
〟
な
ど
〝
は
び
こ
る
〟 

意
に
用
い
る
） 

×

鰻 マ
ン 

② 

長
く
の
び
た
魚 ● 

→

う
な
ぎ 

×

饅 マ
ン 

② 

ふ
く
ら
し
粉
で
大
き
く
引
き
の
ば
さ
れ
た
食 ●

べ
物 

→

饅
頭

マ
ン
ジ
ュ
ウ

（
頭
は
顆
と
同
じ
意
） 

×

幔 マ
ン 

② 

長
く
引
き
め
ぐ
ら
し
た
布 ● 

→

ま
く 

例 

幔
幕

マ
ン
マ
ク 

冒 ボ
ウ 曼 マ

ン 
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漫 マ
ン 

③ 

水 ●

が
広
々
と
広
が
っ
て
い
る 

→
果
て
が
な
い
（
あ
て
も
な
く
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
任
せ
る
意
に
用
い
る
） 

例 

漫
遊
・
漫

歩
・
漫
筆
・
漫
談
・
漫
画 

慢 マ
ン 

③ 

心 ●

が
果
て
も
な
く
大
き
く
広
が
る 

→

お
ご
り
た
か
ぶ
る 
例 

驕
キ
ョ
ウ

慢
・
自
慢 

→

し
ま
り
が
な
い 

例 

怠
慢
・
放
漫 

注 

慢
性
と
い
う
用
法
は
、
曼
性
の
意
で
、
長
引
く
性
質
を
い
う
。 

問 

次
の
マ
ン
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

一
、
□ マ

ン

延 

二
、
□ マ

ン

遊 

三
、
□ マ

ン

幕 

四
、
□ マ

ン

心 

   

 

鳥
の
両
翼
を
広
げ
た
象
形
。 

翼
は
左
右
反
対
向
き
に
つ
い
て
い
る
。 

① 

反
対 

② 

否
定
（･･･…

で
な
い
） 

③ 

悪
い 

注 

音
は
背
ハ
イ
（
そ
む
く
＝
反
対
）、
ま
た
は
ヒ
。 

h
ig

i

ハ

イ―
→

h
ill

ヒ
ル 

扉 ヒ 

① 

左
右
反
対
に
開
く
戸 ● 

→

両
開
き
の
戸
（
本
義
） 

→

と
び
ら 

例 

開
扉
・
自
動
扉 

排 ハ
イ 

① 

反
対
側
に
手 ●

で
押
し
や
る 

答 

一
、
蔓 

二
、
漫 

三
、
幔 

四
、
慢 

非 ヒ 
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→

押
し
の
け
る 

例 

排
斥
・
排
除 

→

外
に
出
す 

例 

排
泄 セ

ツ

・
排
水 

注 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
排
球
と
訳
し
て
い
る
。 

×

誹 ヒ 

③ 

相
手
を
悪 ●

く
言 ●

う 

→

そ
し
る 

例 
誹
謗 ボ

ウ 

俳 ハ
イ 

② 

非 ●

人 ●

（
人 ●

で
な ●

し ●

） 

→

乞
食

こ
じ
き

（
食 ●

べ
物
を
乞 ●

い
歩
く
の
意
） 

→

俳
優
（
昔
は
川
原
乞
食
と
言
っ
た
） 

参
考 

〝
俳
徊
〟
は
、
乞
食
の
よ
う
に
、
あ
て
も
な
く
歩
き
回
る
と
い
う
意
だ
が
、

今
は
〝
そ
ぞ
ろ
歩
き
〟
の
意
に
用
い
ら
れ
、
字
も
〝
徘
徊
〟
と
い
う
字
に
書
か
れ

る
。
俳
は
、
わ
が
国
で
は
〝
俳
諧
〟
の
意
で
、
〝
俳
句
・
俳
人
・
俳
画
〟
な
ど
と
使
わ
れ
る
。 

  ×

霏 ヒ 

② 

雨 ●

で
な
い
雨 

→

霧 き
り

や
靄 も

や

の
類
（
雨
ら
し
く
な
い
雨
） 

→

雨
の
飛
ぶ
様
（
非
＝
飛
） 

例 

霏
々
と
降
る 

×

匪 ヒ 

② 

箱
（
匚
）
で
な
い
箱
（
箱
ら
し
く
な
い
箱
） 

→

円
形
の
は
こ
（
ふ
つ
う
箱
と
言
え
ば
四
角
な
の
で
、
箱
ら
し
く
な
い
訳
） 

輩 ハ
イ 

△ 

車 ●

が
押
し
合
う
（
排 ●

）
よ
う
に
ぎ
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
並
ん
で
い
る 

→

多
く
の
車
（
本
義
） 

→

多
く
の
人
（
特
に
仲
間
の
人
に
使
う
） 

例 

先
輩
・
後
輩
・
同
輩 

×

斐 ヒ 

△ 

模
様
（
文 ●

）
が
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
る 

→

模
様 

→

美
し
い 

例 

斐
然
・
斐
た
る
君
子 
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悲 ヒ 

① 

心 ●

の
中
で
こ
う
あ
り
た
い
と
願
っ 

て
い
る
こ
と
と
反 ●

対 ●

の
結
果
に
な
っ 

て
し
ま
っ
た
の
で
？ 

→

か
な
し
い 
例 

悲
劇
・
悲
運 

→

か
な
し
む 

例 
悲
痛
・
悲
憤 

→

あ
わ
れ
む 

例 

慈
悲
・
大
悲 

×

悱 ヒ 

① 

心 ●

の
中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、 

思
う
よ
う
に
言
え
な
い
の
で
？ 

→

い
ら
だ
つ 

例 

悱
憤 

×

菲 ヒ 

② 

草
で
な
い
草
（
雑
草
で
な
い
、
食 

べ
ら
れ
る
草
） 

  

→

野
菜
（
本
義
） 

→

薄 う
す

い
（
粗
末

ソ
マ
ツ

） 

例 

菲
才
・
菲
薄 

注 

野
菜
だ
け
の
食
事
で
は
粗
末
で
あ
る
。 

×

腓 ヒ 

① 

脛 す
ね

の
反
対
価
の
筋
肉 

→

ふ
く
ら
は
ぎ 

問 

悲
憤
と
悱
憤
と
の
違
い
を
述
べ
よ
。 

 

古
い
形
は
〝
否 ヒ

〟
と
同
じ
。
〝
否
〟
は
〝
背 ハ

イ

〟
と
同
義
。 

① 

反
対 

② 

そ
む
く 

音 h
i ヒ

ま
た
は 

h
i ハ

イ 

答 

悲
憤
の
憤
は
憤
慨
の
意
で
、
悲
し
み
い
き
ど
お
る
こ

と
。
悱
は
心
の
中
を
思
う
よ
う
に
言
い
表
わ
せ
な
い
で
い

ら
だ
つ
こ
と
、
憤
は
思
う
こ
と
が
心
に
溢
れ
る
ほ
ど
あ
っ

て
い
ら
だ
つ
こ
と
。
論
語
に
、「
憤 ●

せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
、
悱 ● 

せ
ず
ん
ば
発
せ
ず
」
と
あ
る
。
孔
子
が
弟
子

デ

シ

た
ち
を
教
え

る
の
に
、
弟
子
た
ち
の
学
習
が
そ
こ
ま
で
達
し
な
い
う
ち

は
教
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
〝
啓
発
〟
と
い

う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諸
君
も
問
題
に

対
し
て
よ
く
考
え
、 

わ
か
っ
て
は
い
る
の
だ
が
う
ま
く
言

え
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
回
答
を
見
た
り
、
教
わ
っ
た
り

す
る
と
い
う
態
度
が
必
要
で
あ
る
。 

咅 ヒ 

ハ
イ 
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倍 バ
イ 

② 

人 ●

に
そ
む
く 

→
対
立
す
る
（
本
義
） 

（
一
つ
の
も
の
が
二
派
に
分
か
れ
る
） 

→

一
が
二
に
な
る
こ
と 

例 

倍
増 

剖 ボ
ウ 

△ 

一
つ
の
も
の
が
二
つ
に
な
る
よ
う
に
切 ●

り
分
け
る
こ
と 

→

さ
く 

例 

解
剖 

培 バ
イ 

△ 

ふ
え
る
（
倍
増
）
よ
う
に
草
木
に
肥
え
た
土 ●

を
加
え
、
草
木
を
育
て
る 

→

つ
ち
か
う 

例 

栽
培
・
培
養 

陪 バ
イ 

△ 

二
つ
並
ん
だ
崖
が
け
や
山
（
本
義
） 

→

一
つ
が
他
に
つ
き
従
う 

例 

陪
席
・
陪
食 

賠 バ
イ 

△ 

お
金 ●

を
二
倍 ●

に
し
て
償

つ
ぐ
な

う
こ
と
。
相
手
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
そ
の
代
償
と
し
て
二
倍
の
金 

  

額
を
支
払
う 

→

つ
ぐ
な
う 

例 

賠
償 

 

は
朿 セ

キ

を
簡
単
に
し
た
形
。
朿
は
、
木
に
と
げ
の
形
を
表
わ
し
た

を
加
え
た
字
。
と
げ
の
あ

る
木
。
〝
と
げ
で
刺
す
〟
〝
せ
め
る
〟
意
に
用
い
る
。 

貸
し
た
金
（
貝
）
を
返
せ
と
言
っ
て
せ
め
る
こ
と
。 

① 

せ
め
る
（
当
然
な
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
） 

② 

義
務
（
当
然
な
す
べ
き
こ
と
を
行
な
う
） 

例 

責
任
・
責
務
・
職
責 

積 セ
キ 

② 

責 ●

任
と
し
て
納
入
す
べ
き
稲 ● 

→

祖
税
（
本
義
） 

→

つ
む
（
租
（
且
の
項
参
照
）
の
本
義
が
〝
稲
を
つ
む
〟
こ
と
で
税
の
義
に
用
い
ら
れ
、
逆
に

責 セ
キ 
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〝
税
〟
が
本
義
の
積
が
〝
つ
む
〟
の
義
に
用
い
ら
れ
る
の
は
ま
こ
と
に
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
） 

→
か
さ 

例 

容
積
・
体
積 

績 セ
キ 

① 

糸 ●

を
と
る
の
に
当
然
な
す
べ
き
仕
事 

→

つ
む
ぐ 

例 
紡
績  

→

仕
事  

成
績
・
功
績 

注 

繊
維
を
よ
り
合
わ
せ
て
一
本
の
糸
に
す
る
仕
事
、
こ
れ
で
麻
で
も
羊
毛
で
も
糸
に
な
る
。
錘 つ

む 

と
い
う
重
り
を
用
い
る
の
で
〝
つ
む
ぐ
〟
と
言
う
。 

×

磧 セ
キ 

△ 

石 ●

が
積 ●

み
重
な
っ
て
い
る
所 

→

か
わ
ら
（
川
原
） 

漬 シ 

① 

水 ●

で
責 ●

め
る
（
水
責 ぜ

め
） 

  

→

水
に
つ
け
る→

つ
け
る 

例 

味
噌
漬

み

そ

づ

け 

→

水
に
つ
か
る 

例 

沈
漬 

問 

次
の
セ
キ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

一
、
□ セ

キ

載 

二
、
実
□ セ

キ 

三
、
業
□ セ

キ 

四
、
容
□ セ

キ 

五
、
職
□ セ

キ 

 

（
見
）
と
反
対
の
形
。
後
ろ
を
ふ
り
返
っ
て
見
る
形
を
表
わ
し
た
字
。 

① 

ふ
り
返
る
（
本
義
） 

② 

立
ち
止
ま
る 

注 

音
は
見 ケ

ン

、
変
化
し
て
コ
ン
、
ま
た
ギ
ン
。 

限 ゲ
ン 

② 

崖 ●

（
阝
）
の
所
で
立
ち
止
ま
る 

→

そ
れ
以
上
進
め
な
い 

答 
一
、
積 

二
、

績 

三
、績 
四
、

積 

五
、
責 

艮 ケ
ン 

コ
ン 
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→

こ
こ
ま
で
と
か
ぎ
る 

例 

極
限
・
制
限
・
限
界 

注 

音
は
見 ケ

ン

が
濁
っ
て
ゲ
ン
。 

根 コ
ン 

② 

木 ●

が
立
ち
止
ま
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
？ 

→

ね
（
木
は
根 ね

に
よ
っ
て
立
ち
、
ま
た
成
長
を
遂
げ
る
。
た
い
せ
つ
な 

部
分
で
あ
る
） 

→

成
長
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
た
い
せ
つ
な
も
の 

例 

根
気
・
根
性 

眼 ガ
ン 

△ 

目 ●

の
根
（
目
は
物
体
と
し
て
の
目
。
見
る
と
い
う
機
能
を
持
っ
た
目
の
内
部
構
造
ま
で
を
含
め 

た
意
味
の
目
が
眼
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
目
に
見
え
な
い
た
い
せ
つ
な
根 ●

で
こ
れ
を
表
現
し
た
） 

例 

眼
識
・
眼
力
・
心
眼 

恨 コ
ン 

△ 

心 ●

の
中
に
根 ●

を
張
っ
た
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
う
ら
み 

→

う
ら
み 

例 

怨 エ
ン

恨
・
遺
恨
・
痛
根 

×

痕 コ
ン 

△ 

木
を
切
っ
て
も
あ
と
に
根 ●

が
残
る
よ
う
に
、
病 ●

気
が
な
お
っ
て
も
あ
と
に
残
る
も
の 

  

→

き
ず
あ
と 

例 

傷
痕
・
病
痕 

→

あ
と
に
残
っ
た
も
の 

例 

墨
痕
・
痕
跡 

×

跟 コ
ン 

△ 

足 ●

の
根 ● 

→

か
か
と
（
本
義
） 

→

人
に
従
う 

例 

誤
読
・
服
従 

銀 ギ
ン 

△ 

金 ●

に
従
う
も
の
（
金
に
続
く
価
値
あ
る
も
の
） 

→

し
ろ
が
ね
（
金
は
こ
が
ね
〔
黄
金
〕、
銅
は
あ
か
が
ね
〔
赤
金
〕、
鉄
は
く
ろ
が
ね
〔
黒
金
〕 

と
い
う
） 

 

ハ
は
〝
分
か
つ
〟
意
味
。
向
は
窓
の
象
形
。
窓
が
本
義
で
、
窓
は
南
北
向 ●

か
い
合
っ
て
設

け
ら
れ
る
の
で
、 

現
在
の
用
法
が
あ
る
。 

尚
シ
ョ
ウ 
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① 

窓
を
あ
け
は
な
つ
（
本
義
） 

日
光
や
新
鮮
な
空
気
を
家
に
入
れ
る
こ
と
を→

 
② 
こ
い
ね
が
う 

例 

好
尚 

③ 

た
っ
と
ぶ 

例 

尚
武
・
尚
古 

④ 

上
ジ
ョ
ウ

の
仮
借 

掌
シ
ョ
ウ 

④ 

手 ●

の
上 ●

の
物
を
の
せ
る
と
こ
ろ 

→

た
な
ご
こ
ろ
（
手
の
平
） 
例 
熊
掌

ユ
ウ
シ
ョ
ウ 

→

手
に
す
る 

例 

掌
握 

→

仕
事 

例 

車
掌
・
分
掌 

賞
シ
ョ
ウ 

④ 

上 ●

か
ら
ほ
う
び
と
し
て
賜
わ
る
財 ●

貨 ● 

→

た
ま
も
の 

例 

賞
与
・
賞
金 

  

→

ほ
め
る 

例 

賞
賛
・
賞
美
・
嘆
賞 

償
シ
ョ
ウ 

△ 

人 ●

の
働
き
に
対
し
て
贈
る
賞 ●

（
働
き
に
対
す
る
代
価
） 

→

つ
ぐ
な
い 

例 

代
償
・
弁
償
・
償
却 

×

裳
シ
ョ
ウ 

④ 

衣 ●

の
上 ●

に
着
る
も
の 

→

も
（
衣
が
ブ
ラ
ウ
ス
に
あ
た
り
、
裳 も

は
ス
カ
ー
ト
に
あ
た
る
。
こ
れ
で
一
組
み
に
な
る
の
で

〝
衣
裳
〟
と
言
う
） 

常
ジ
ョ
ウ 

④ 

巾 ●

は
衣
の
意
の
布
。
裳
と
同
じ
く
、
腰
に
巻
き
つ
け
る
布
、
ス
カ
ー
ト
の
類 

→

ふ
だ
ん
着
（
常
服
）―

（
本
義
） 

→

つ
ね
（
ふ
だ
ん
） 

例 

通
常
・
日
常 

→

つ
ね
（
き
ま
り
） 

例 

常
例
・
常
規 

→

つ
ね
（
な
み
） 

例 

常
識
・
凡
常 



石井方式 漢字の覚え方 序編 

- 65 - 

堂 ド
ウ 

④ 

土 ●

を
高
く
盛
っ
て
、
そ
の
上 ●

に
建
て
た
り
っ
ぱ
な
建
物 

→
り
っ
ぱ
な
建
物 

例 

本
堂
・
講
堂
・
殿
堂 

→
り
っ
ぱ 

例 

威
風
堂
々 

注 

音
はsh

ô →
ty

ô →
tô  

↓  
 

 
 
↓  

 zy
ô  

 
 

d
ô  

 ×

瞠 ド
ウ 

△ 

り
っ
ぱ
な
建
物
（
堂 ●

）
に
目 ●

を
み
は
る 

→

目
を
み
は
る 

例 

瞠
目
・
瞠
若 

党 ト
ウ 

△ 

本
字
は
儻
。
儿
も
イ
も
同
じ
意
の
部
首
。
尚
・
黨 ト

ウ

と
の
形
声
字
。
五
家
を
比
、
五
比
を
閭 リ

ョ

、 

五
閭
を
族
、
五
族
を
党
と
言
う
。
大
き
な
集
落
の
称
。
今
は
〝
人
の
集
ま
り
〟
〝
仲
間
〟
の
意
に 

用
い
る 

例 

政
党
・
徒
党 

  

問 

次
の
シ
ョ
ウ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

一
、
職
□

シ
ョ
ウ 

二
、
恩
□

シ
ョ
ウ 

三
、
衣
□

シ
ョ
ウ 

四
、
弁
□

シ
ョ
ウ  

 

＝
小
・
月
＝
肉 

子
は
親
よ
り
肉 ●

体
が
小 ●

さ
い
だ
け
で
、
顔
形
か
ら
話
し
方
、
癖
ま
で 

よ
く
似
て
い
る
。 

① 

似
る
（
特
に
子
が
親
に
似
る
こ
と
を
言
う
）
例 

不 フ

肖
（
親
に
似
な
い
愚
か
者
の
意
） 

② 

小
（
少
）
の
仮
借 

注 

音
は
小

シ
ョ
ウ

。 

×

霄
シ
ョ
ウ 

① 

雨
に
似
た
も
の 

→

み
ぞ
れ
（
雪
ま
じ
り
の
雨
） 

×

鞘
シ
ョ
ウ 

① 

刀
身
に
似
せ
て
作
っ
た
革 か

わ

の
お
お
い 

答 

一
、
掌 

二
、
賞 

三
、
裳 

四
、
償 

肖
シ
ョ
ウ 
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→

刀
の
さ
や
（
古
く
は
革
で
作
っ
た
が
、
の
ち
に
は
木
に
な
っ
た
） 

消
シ
ョ
ウ 

② 

水
が
少 ●

な
く
な
る 

→
へ
る 
例 

消
耗
・
消
磨 マ 

→

な
く
な
る
（
き
え
る
） 

例 

消
滅
・
消
化 

→

け
す 

例 

消
火
・
消
防 

硝
シ
ョ
ウ 

△ 

水
に
つ
け
る
と
溶
け
て
消 ●

え
る
石 ● 

→

消
石
（
硝
石
） 

×

梢
シ
ョ
ウ 

② 

木 ●

の
小
さ
い
部
分 

→

こ
ず
え
（
木
の
先
端
） 

×

逍
シ
ョ
ウ 

② 

小 ●

道 ●

を
歩
く 

→

さ
ま
よ
う 

例 

逍
遙

シ
ョ
ウ
ヨ
ウ

（
気
ま
ま
に
歩
く
） 

  

宵
シ
ョ
ウ 

① 

家
の
中
の
人
が
皆
似 ●

て
見
え
る
（
暗
い
の
で
） 

→

よ
い
（
夜
・
夕
が
自
然
現
象
と
し
て
の
よ ●

る ●

を
表
わ
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
宵 よ

い

は
人
間
生 

活
の
感
情
が
込
め
ら
れ
た
よ ●

る ●

で
あ
る
） 

問 

次
の
こ
と
ば
の
読
み
と
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。 

一
、
！
肖 

二
、
消
耗 

三
、
末
梢 

四
、
逍
遙 

五
、
徹
宵 

 

（

）
は
止
の
反
対
。
足
の
裏
の
象
形
。
こ
れ
を
逆
に
し
た
の
が
ヰ
（

）。
足
の
方
向 

が
逆
だ
か
ら→

 

① 

す
れ
ち
が
う
（
本
義
） 

② 

行
っ
た
り
来
た
り
す
る 

③ 

ち
が
う 

答 

一
、
二
、
四
、
略 

三
、

末
も
梢
も
こ
ず
え
（
木

末
）。
末
端
の
意
で
、
本

質
的
で
な
い
も
の
、
価
値

の
な
い
も
の
を
言
う
。

五
、
徹
夜
と
同
じ
意
。
夜

ど
お
し
。 

韋 イ 
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違 イ 

① 

道 ●

を
す
れ
ち
が
う
（
本
義
） 

→
ち
が
う 

例 

違
算
・
違
約
・
相
違 

偉 イ 

③ 

ふ
つ
う
の
人
と
は
ち
が
っ
た
人 ● 

→

え
ら
い 
例 
偉
人
・
偉
大
・
偉
業 

緯 イ 

② 

行
っ
た
り
来
た
り
す
る
糸 ● 

→

横
糸
（
は
た
を
織
る
と
き
、
縦
糸
〔
経
〕
に
対
し
て
緯
が
往
復
し
て
布
を
織
り
上
げ
る
） 

衛 エ
イ 

② 

道
（
行
＝

）
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る 

→

パ
ト
ロ
ー
ル
（
本
義
） 

→

ま
も
る
（
警
戒
） 

例 

警
衛
・
衛
兵
・
護
衛 

圍 イ 

② 

方
々
か
ら
や
っ
て
来
て
取
り
か
こ
む
（
□
） 

→

か
こ
む
（
今
の
字
は
囲
） 

例 

包
囲
・
周
囲 

 

 

大
・
可
（
よ
ろ
し
い
） 

大
い
に
よ
ろ
し
い
。 

① 

め
ず
ら
し
い 

例 

珍
奇
・
奇
計 

② 

一
つ
（
た
だ
そ
れ
だ
け
） 

例 

奇
数 

③ 

不
思
議 

例 

奇
術
・
奇
跡 

④ 

あ
や
し
む 

例 

奇
怪 

注 

音
は
可 カ

が
変
化
し
て
キ
。K

a
→

ki 

崎 キ 

① 

珍 ●

し
い
山 ●

（
海
の
中
に
突
き
出
た
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
の
多
い
変
化
に
富
ん
だ
山
） 

→

み
さ
き
（
ふ
つ
う
岬
と
書
き
、
こ
の
字
は
山
崎
・
長
崎
な
ど
、
熟
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
〝
さ

き
〟
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
） 

×

埼 キ 

① 

珍 ●

し
い
土 ●

地
（
変
化
に
富
ん
だ
景
勝
の
地
） 

（
囲
） 奇 キ 
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崎
と
同
じ
く
〝
さ
き
〟
と
読
ま
れ
る 

×

綺 キ 
① 
珍 ●

し
い
糸 ●

（
あ
や
模
様
の
あ
る
絹
糸
） 

→
き
れ
い 

例 

綺
麗
（
綺
の
ご
と
く
美
麗
の
意
） 

×

倚 イ 

① 

人
は
珍 ●

し
い
も
の
に
依 よ

り
つ
く 

→

依
り
つ
く 

例 
倚
託
・
倚
頼 

注 

依 イ

（
よ
る
）
と
同
音
同
義
。 

×

椅 イ 

△ 

倚
り
か
が
る
た
め
の
木 ●

製
の
道
具 

→

椅
子
（
い
す
） 

寄 キ 

△ 

家 ●

に
身
を
倚
せ
る 

→

身
を
よ
せ
る 

例 

寄
宿 

→

よ
せ
る
（
よ
る
） 

例 

寄
稿
・
寄
港 

  

問 

次
の
こ
と
ば
の
説
明
を
し
な
さ
い
。 

一
、
経
緯 

二
、
綺
羅
星 

 

両
足
を
ふ
ん
ば
り
、
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
通
せ
ん
ぼ
を
し
て
い
る
形
。 

① 

こ
ば
む
（
拒
む
） 

② 

ふ
せ
ぐ
（
防
ぐ
） 

③ 

さ
か
ら
う
（
逆
ら
う
） 

④ 

た
か
ぶ
る
（
高
ぶ
る
） 

例 

亢
奮 

注 

音
は
高
コ
ウ 

。 

抗 コ
ウ 

① 

手 ●

を
あ
げ
て
ふ
せ
ぎ
こ
ば
む 

→

こ
ば
む 

例 

抗
命 

答 

一
、
縦
糸
と
横
糸
。
こ
れ
で
布
が

で
き
上
が
る
。
事
の
次
第
、
い
き
さ
つ

の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。 

二
、
羅
は

薄
く
透
き
通
っ
た
絹
、
綺
も
羅
も
と
も

に
美
し
い
の
意
で
、
大
空
に
輝
く
た
く

さ
ん
の
美
し
い
星
の
こ
と
か
ら
、
え
ら

い
人
の
多
く
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

た
と
え
ら
れ
る
。 

亢 コ
ウ 
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張
り
合
う 

例 

抵
抗
・
反
抗
・
抗
争 

航 コ
ウ 

③ 
川
の
流
れ
、
潮
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
舟 ●

を
進
め
る 

→
舟
を
進
め
る 

例 

航
海
・
航
路
・
渡
航 

→

乗
り
物
を
進
め
る 

例 

航
空
・
寄
航 

坑 コ
ウ 

③ 

困
難
に
逆
ら
っ
て
地 ●

中
に
あ
な
を
掘
り
進
め
る 

→

地
中
に
深
く
掘
り
あ
け
た
穴
（
石
炭
や
鉱
石
を
採
掘
す
る
た
め
の
穴
） 

例 

炭
坑
・
金
坑
・

坑
道 

×

杭 コ
ウ 

① 

高 ●

く
突
き
出
た
木 ● 

→

棒
く
い 

 

＝
木
・
火
・
日 

 

 

火
を
焚
い
て
、
日
中
の
よ
う
に
明
る
く
す
る
。 

① 

火
を
焚
く 

② 

明
る
く
す
る 

×

燎
リ
ョ
ウ 

① 

火 ●

を
赤
々
と
燃
や
す 

→

か
が
り
火 

例 

燎
火 

→

野
火 

例 

野
燎 

寮
リ
ョ
ウ 

① 

日
中
の
よ
う
に
明
る
く
火
を
焚
く
家 ● 

→

役
所
（
電
燈
の
な
い
昔
は
、
役
所
で
は
夜
か
が
り
火
を
た
い
て
仕
事
を
し
た
。
そ
れ
で
、
役

所
の
名
前
に
用
い
ら
れ
た
。
今
で
は
、
学
生
の
宿
舎
に
用
い
ら
れ
る
） 

例 

図
書

ズ
シ
ョ

寮
・
学
生
寮 

僚
リ
ョ
ウ 

△ 

役
所
（
寮 ●

）
に
つ
と
め
て
い
る
人 ● 

→

役
人 

例 

官
僚 

尞
リ
ョ
ウ 
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×
瞭

リ
ョ
ウ 

② 

目 ●

が
明
る
い 

→
は
っ
き
り
と
見
え
る 

例 

明
瞭 

療
リ
ョ
ウ 

② 

病 ●

気
の
原
因
を
明
瞭
に
し
て
原
因
を
取
り
除
く 

→

病
気
を
な
お
す 

例 

治
療
・
療
養 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
説
き
な
さ
い
。 

一
、
同
僚 

二
、
一
目
瞭
然 

 

匕
に
は 

と 

と
二
つ
の
形
が
あ
る
が
、
化
は
後
者
で
あ
る
。
人 ●

が
倒
れ
て
い
る
形
。 

① 

人
が
死
ぬ
（
本
義
） 

② 

ば
け
る
（
ば
か
す
） 

例 

化
け
物
・
妖
怪

ヨ
ウ
カ
イ

変
化

ヘ
ン
ゲ 

③ 

か
わ
る
（
化
合
・
消
化
な
ど
、
本
質
か
ら
か
わ
る
、
〝
変
〟
よ
り
も
大
き
な
か
わ
り
方
に
用 

  

い
る
） 

花 カ 

② 

草 ●

の
お
ば
け
（
変
化
） 

→

は
な 

×

靴 カ 

② 

革 ●

の
お
ば
け 

→

く
つ 

×

訛 カ 

② 

人
を
ば
か
す
言 ●

（
こ
と
ば
） 

→

あ
ざ
む
く
（
本
義
） 

→

正
し
く
な
い
こ
と
ば 

→

な
ま
り
（
方
言
） 

×

囮 カ 

② 

鳥
や
獣
を
だ
ま
し
て
と
ら
え
る
仕
か
け
（
□
） 

→

お
と
り
（
と
ら
え
た
鳥
を
使
っ
て
、
野
鳥
を
油
断
さ
せ
て
と
ら
え
る
） 

答 

一
、
同
じ
役
所
の
仲
間
の

意
。
今
で
は
広
く
同
じ
職
場
に

働
く
仲
間
を
言
う
。
二
、
ち
ょ

っ
と
見
た
だ
け
で
は
っ
き
り

と
わ
か
る
こ
と
。 

化 カ 

か
わ 
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貨 カ 

③ 

お
金
（
貝 ●

）
に
か
わ
る
も
の 

→
お
金
に
あ
た
る
品
物 

例 

貨
物 

→
お
金 
例 

貨
幣
・
金
貨
・
硬
貨 

 

腕
力 ●

と
暴
言 ●

の
意
の
カ
と
口
。 

腕
力
を
ふ
る
う
う
え
に
暴
言
を
く
わ
え
る
。
暴
言
の
う
え
に
腕
力
を
ふ
る
う
。 

① 

く
わ
え
る 

② 

上
に
の
せ
る 

例 

加
冠 

架 カ 

② 

物
を
上
に
の
せ
る
た
め
の
木 ●

の
台 

→

た
な 

例 

書
架 

→

か
け
る 

例 

架
設
・
架
橋
・
架
空 

  

賀 ガ 

① 

お
祝
い
の
こ
と
ば
の
う
え
に
加 ●

え
る
祝
儀

シ
ュ
ウ
ギ

の
お
金 ● 

→

財
貨
を
贈
っ
て
祝
う
（
本
義
） 

→

い
わ
う 

例 

祝
賀
・
賀
状
・
慶
賀 

×

駕 ガ 

① 

馬 ●

を
加 ●

え
た
車
（
乗
り
物
） 

→

馬
車
（
本
義
） 

→

乗
り
物 

例 

車
駕
・
輿
駕

ヨ

ガ 

→

乗
る 

例 

駕
行 

×

跏 カ 

① 

足 ●

の
上
に
足
を
加 ●

え
て
す
わ
る 

→

あ
ぐ
ら 

例 

結
跏
趺
坐

ケ

ッ

カ

フ

ザ 

×

嘉 カ 

① 

食
物
を
す
す
め
た
う
え
に
そ
の
人
を
ほ
め
る 

加 カ 
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→

ほ
め
る 

例 

嘉
賞 

→

よ
い 

例 

嘉
言
・
嘉
肴 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
解
き
な
さ
い
。 

一
、
架
空 
二
、
訛
言 

三
、
嘉
節 

 

頭
蓋
骨
の
象
形
。（
骨
は
、
こ
れ
に
筋

肉
の
付
随
し
た
も
の
を
言
う
） 

頭
蓋
骨
に
口
を
加
え
た
形
。 

① 

ま
る
い 

② 

め
ぐ
る 

渦 カ 

② 

水 ●

中
の
う
ず
ま
き
め
ぐ
っ
て
い
る
所 

  

→

う
ず 

例 

渦
中
（
う
ず
ま
き
の
中
の
意
で
、
も
め
ご
と
・
ご
た
ご
た
を
言
う
） 

×

蝸 カ 

② 

う
ず
ま
き
の
形
を
し
た
殼 が

ら

を
背
負
っ
た
虫 ● 

→

か
た
つ
む
り
（
蝸
牛
と
も
書
く
） 

×

堝 カ 

① 

金
属
を
と
か
す
の
に
用
い
る
土 ●

製
の
ま
る
い
器
具 

→

る
つ
ぼ 

×

鍋 カ 

① 

食
物
を
煮
る
の
に
用
い
る
金 ●

属
製
の
ま
る
い
器
具 

→

な
べ 

過 カ 

② 

ぐ
る
ぐ
る
と
め
ぐ
り
行
く 

→

す
ぎ
る 

例 

経
過
・
過
程
・
通
過 

→

程
度
を
越
え
る 

例 

過
激
（
激
し
す
ぎ
る
） 

→

あ
や
ま
つ 

例 

過
失
・
過
誤
・
罪
過 

答 

一
、
空
中
に
た
な
を
か
け
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
、
事
実
あ
り
え
な
い
こ
と
や
想
像
を
言
う
。 

二
、

事
実
を
い
つ
わ
っ
た
こ
と
ば
〝
流
言
〟
の
意
味
と
、
地

方
の
な
ま
り
こ
と
ば
と
二
つ
の
使
い
方
が
あ
る
。 

三
、

酒
食
を
と
と
の
え
て
お
祝
い
す
る
よ
う
な
め
で
た
い
日

を
言
う
。
〝
嘉
辰
〟
と
も
い
う
。 

冎 カ 咼 
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禍 カ 

② 

神 ●

の
与
え
る
罪
過
、
め
ぐ
り
合
わ
せ 

→

わ
ざ
わ
い 

例 

災
禍
・
禍
乱 

 

啻
の
変
形
し
た
も
の
。
帝
（
皇
帝
）
は
た
だ
ひ
と
り
の
存
在
で
あ
る
か
ら→

 

① 

た
だ
ひ
と
つ 

② 

的
（
ま
と
）
の
仮
借 

滴 テ
キ 

① 

た
だ
ひ
と
し
ず
く
の
水 ● 

→

し
ず
く 

例 

水
滴 

注 

音
の
テ
キ
は
し
ず
く
の
し
た
た
る
音
を
も
表
わ
し
て
い
る
。 

嫡
（
テ
キ
） 

① 

た
だ
ひ
と
り
の
女 ● 

→

本
妻
（
正
妻
） 

例 

嫡
妻
・
嫡
配 

  

→

あ
と
つ
ぎ
（
正
妻
の
子
） 

例 

嫡
子
・
嫡
男 

注 

テ
キ
は
漢
音
、
チ
ャ
ク
は
呉
音
。 

摘 テ
キ 

② 

目
標
（
的
）
と
す
る
も
の
を
手 ●

に
入
れ
る 

→

つ
む
（
ね
ら
い
定
め
て
、
取
ろ
う
と
す
る
も
の
を
取
る
） 

例 

摘
出
・ 

摘
発 

適 テ
キ 

② 

目
標
に
向
か
っ
て
進 ●

ん
で
行
く 

→

目
的
地
に
行
き
つ
く
（
本
義
） 

→

う
ま
く
行
く 

例 

適
中
・
適
正 

→

ち
ょ
う
ど
よ
い 

例 

適
当
・
適
度 

敵 テ
キ 

② 

目
標
と
す
る
相
手
に
対
し
て
武
器
を
取
る 

→

目
ざ
す
相
手 

例 

対
敵
・
敵
軍 

→

対
等
の
相
手 

例 

好
敵
手
・
無
敵 

啇 テ
キ 

チ
ャ
ク 
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問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
解
き
な
さ
い
。 

一
、
摘
要 

二
、
適
材 

三
、
宿
敵 

四
、
過
言 

 
曲
が
り
く
ね
っ
た
糸
を
か
た
ど
っ
た

も
の
。
糸
の
先
端
を
表
わ
し
て
キ 

い

る
。 

① 

（
糸
の
）
は
じ
め
（
紀
の
本
字
） 

自
分
が
す
べ
て
の
は
じ
め
で
あ
る
か
ら→

 

② 

お
の
れ 

紀 キ 

① 

糸 ●

の
は
じ
め 

→

は
じ
め 

例 

紀
元 

  

→

記 ●

の
仮
借 

例 

紀
行 

記 キ 

① 

言 ●

（
こ
と
ば
）
を
糸
の
よ
う
に
続
け
る 

→

し
る
す
（
こ
と
ば
を
整
理
し
、
順
序
立
て
る
） 

忌 キ 

② 

お ●

れ ●

が
お ●

れ ●

が
と
言
う
心 ●

は
い
む
べ
き
で
あ
る 

→

い
む 

例 

嫌 ケ
ン

忌
・
忌
避 

改 カ
イ 

② 

あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
お ●

の ●

れ ●

を
鞭 む

ち

う ●

つ ● 

→

あ
ら
た
め
る 

例 

改
心
・
改
革 

注 

カ
イ
の
発
音
はki キ

の
変
化
（k

ite

カ
イ
ト

）。 

起 キ 

① 

走 ●

る
こ
と
の
は
じ
め
は
立
ち
上
が
る
こ
と 

→

た
つ 

例 

起
立 

→

お
き
る
（
お
こ
る
） 

例 

起
床
・
起
居
・
興
起 

答 

一
、
要
点
を
摘
出
す
る
の
意
で
、
抜
き
書
き
の

こ
と
。 

二
、
あ
る
事
に
う
ま
く
あ
て
は
ま
っ
た
才

能
を
持
つ
人
を
言
う
。
そ
う
い
う
人
物
を
ふ
さ
わ
し

い
地
位
に
つ
け
る
こ
と
を
〝
適
材
適
所
〟
と
言
う
。 

三
、
ず
っ
と
前
か
ら
敵
対
関
係
に
あ
る
相
手
。 

四
、
言
い
す
ぎ
。 

己 キ 
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→

は
じ
め 

例 

起
工
・
起
原
・
起
算 

 

と
口
。
辛
は
受
刑
者
に

黥
い
れ
ず
み

を
施
す
と
き
に
用
い
る
針
の
象
形
。
〝
つ
ら
い
〟
〝
か
ら
い
〟

の
意
に
用
い
ら
れ
る
。

は
、
人
（
尸
）
に
黥
を
施
す
意
で
〝
罰
す
る
〟
こ
と
。 

① 

口 た
ま

（
ヘ
キ
と
い
う
名
の
玉
） 

② 

（
罰
） 

×

璧 ヘ
キ 

① 

辟
が
罰
の
意
に
用
い
ら
れ
る
の
で
、
玉
を
加
え
て
玉
専
用
の
字
を
作
っ
た 

→

た
ま 

例 

双
璧
（
二
つ
の
玉
、
転
じ
て
ふ
た
り
の
す
ぐ
れ
た
人
物
）・
完
璧 

避 ヒ 

② 

罰
か
ら
逃 ●

げ
遠 ●

ざ
か
る 

→

さ
け
る 

例 

避
難
・
避
暑 

×

僻 ヘ
キ 

② 

罰
を
受
け
た
人 ● 

  

→

ひ
が
む 

例 

僻
見 

→

か
た
よ
る 

例 

僻
地
・
僻
陬 ス

ウ 

壁 ヘ
キ 

△ 

風
や
寒
さ
を
避 ●

け
る
た
め
の
土 ●

の
障
壁 

→

か
べ 

例 

城
壁
・
絶
壁 

癖 ヘ
キ 

△ 

か
た
よ
っ
た
（
僻
）
病 ●

気
（
好
み
の
か
た
よ
り
） 

→

く
せ 

例 

酒
癖
・
盗
癖
・
潔
癖 

×

譬 ヒ 

△ 

物
事
を
直
接
に
言
う
の
を
避 ●

け
て
遠
ま
わ
し
に
言 ●

う 

→

た
と
え 

例 

譬
喩

ヒ

ユ 

×

臂 ヒ 

△ 

い
や
な
人
を
避
け
る
た
め
に
使
う
と
こ
ろ 

→

ひ
じ 

例 

臂 ひ
じ

鉄
砲 

×

闢 ヘ
キ 

△ 

門
の
両
扉
を
左
右
（
避 ●

）
に
お
し
開
く
こ
と 

辟 ヘ
キ 

ヘ
キ 

つ
み 
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→

ひ
ら
く 

例 

天
地
開
闢

カ
イ
ビ
ャ
ク 

注 

ビ
ャ
ク
は
呉
音
。 

×

劈 ヘ
キ 

△ 
刀 ●

で
切
り
開
く
こ
と 

→

つ
ん
ざ
く 

例 

劈
開
・
劈
断 

×

霹 ヘ
キ 

△ 

雷
鳴
の
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
音 

例 

霹
靂 レ

キ 

問 

次
の
こ
と
ば
の
読
み
方
と
意
味
を
説
き
な
さ
い
。 

一
、
完
璧 

二
、
潔
癖 

三
、
僻
論 

四
、
逃
避 

 

親
指
の
象
形
字
。 

日
の
象
形
を
も
と
に
し
た
指
事
字
。 

① 

親
指
（
大
き
い
指
） 

 

 

② 

白 し
ろ

い 

例 

白
日
・
白
光 

百
ヒ
ャ
ク 

① 

昔
、
親
指
で
十
の
十
倍
を
表
わ
し
た
（
百
は
一
白
の
意
で
あ
る
） 

注 

白 ハ
ク

は
漢
音
、
白

ヒ
ャ
ク

は
呉
音
。 

伯 ハ
ク 

① 

大
き
い
人 ● 

→

い
ち
ば
ん
年
上
の
兄 

例 

伯
仲
叔
季 

舶 ハ
ク 

① 

大
き
い
舟 ● 

→

海
洋
を
航
行
す
る
汽
船
（
外
国
通
い
の
船
） 

例 

船
舶
・
舶
来 

×

帛 ハ
ク 

② 

白 ●

い
布 ● 

→

は
く
（
白
い
厚
手
の
絹
、
礼
物
と
し
て
贈
答
用
に
使
わ
れ
た
） 

例 

幣
帛 

→

記
録 

例 

竹
帛
（
紙
の
な
い
時
代
に
は
、
竹
簡
と
帛
と
は
紙
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
た
） 

×

粕 ハ
ク 

② 

酒
を
醸
造
し
て
、
清
酒
を
取
っ
た
あ
と
に
残
る
白 ●

い
米 ● 答 

一
、
カ
ン
ペ
キ
・
無
傷
の
宝
玉
の
意

で
、
欠
点
の
な
い
、
完
全
の
意
に
用
い
る
。 

二
、
ケ
ツ
ペ
キ
・
不
潔
（
不
正
）
を
極
度

に
き
ら
う
性
質
を
言
う
。 

三
、
ヘ
キ
ロ

ン
・
か
た
よ
っ
た
議
論
。  

四
、
ト
ウ
ヒ
・

避
け
て
の
が
れ
る
こ
と
。 

白 ハ
ク 



石井方式 漢字の覚え方 序編 

- 77 - 

→

酒
か
す 

泊 ハ
ク 

② 
海
水 ●

の
白 ●

く
見
え
る
浅
い
所 

→
舟
の
と
ま
る
所 

→

と
ま
る 
例 

碇 テ
イ

泊
・
宿
泊 

拍 ハ
ク 

△ 

白 ●

は
パ
ン
と
い
う
手 ●

を
打
つ
音
を
表
わ
す 

→

手
を
パ
ン
と
打
つ 

例 
拍
手 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
問
う
。 

一
、
功
名
を
竹
帛
に
垂
る 

二
、
舶
来 
三
、
碇
泊 

 

牛
（
つ
ま
り
物
）
を
二
つ
に
分
（
八
）
か
つ
と
い
う
意
味
の
字
。 

① 

物
を
二
つ
に
分
か
つ 

 

 

② 

は
ん
ぶ
ん 

判 ハ
ン 

① 

刀 ●

（
刂
）
で
二
つ
に
切
り
分
け
る
（
昔
、
証
書
な
ど
を
二
つ
に
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
分
け
て
保 

管
し
、
後
日
の
証
拠
と
し
た
。
二
つ
が
合
え
ば
真
偽
が
判
明
す
る
）  

→

真
偽
を
わ
か
つ 

例 

判
明
・
判
断 

→

わ
り
印 

例 

印
判
・
判
子 

伴 ハ
ン  

② 

ふ
た
り
一
組
み
の
半
分
（
英
語
の
ベ
タ
ー
ハ
ー
フ
） 

→

つ
れ
あ
い 

例 

伴
侶 リ

ョ

・
同
伴 

→

お
と
も 

例 

随
伴
・
伴
奏 

×

袢 ハ
ン 

② 

衣 ●

の
上
半
分 

→

シ
ャ
ツ
（
ブ
ラ
ウ
ス
） 

例 

襦
袢

ジ
ュ
バ
ン 

答 

一
、
功
績
を
立
て
、
名
を
歴
史
に
と

ど
め
る
こ
と
。 

二
、
外
国
か
ら
輸
入
さ

れ
る
意
。  

三
、
船
が
碇

い
か
り

を
お
ろ
し
て

と
ま
る
こ
と
。 

半 ハ
ン 
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畔 ハ
ン 

① 

田 ●

を
二
つ
に
分
け
る
境
の
あ
ぜ 

→
あ
ぜ
（
本
義
） 

→
さ
か
い 

例 

湖
畔
（
湖
と
陸
地
と
の
境
） 

×

拌 ハ
ン 

② 

異
な
っ
た
物
を
半
分
ず
つ
合
わ
せ
、
手
で
か
き
ま
ぜ
る 

→

か
き
ま
ぜ
る 
例 
攪
拌 

問 

次
の
こ
と
ば
の
読
み
と
意
味
を
問
う
。 

一
、
攬
挫 

二
、
相
伴 

三
、
判
事 

 

宀
＝
家 

タ
＝
肉 

㔾
＝

 

人
が
膝
を
曲
げ
て
や
っ
と
食
べ
て
い
ら
れ
る
だ
け
の
家
。 

① 

小
さ
な
家 

  

② 

自
宅
（
謙
称
） 

注 

石
井
宛
と
い
う
使
い
方
は
、
元
来
〝
石
井
宅
〟
と
同
義
で
、『
石
井
宅
に
送

る
』
と
い
う
の
を
『
石
井
あ
て
に
送
る
』
と
誤
り
読
ん
だ
も
の
。 

③ 

屈
曲
（
㔾
の
意
味
） 

×

蜿 エ
ン 

③ 

蛇 ●

の
よ
う
に
屈
曲
し
て
い
る
様
を
言
う 

例 

蜿
蛇
・
螺
々
長
蛇
の
列 

×

豌 エ
ン 

③ 

屈
曲
し
た 

蔓 つ
る

に
な
る
豆 

→

豌
豆 

（
え
ん
ど
う
） 

×

婉 エ
ン 

③ 

な
よ
な
よ 

（
屈
曲
）
と
し
た
婦 ●

人 

→

し
な
や
か 

例 

婉
然 

→

遠
ま
わ
し 

例 

婉
曲
（
直
接
に
そ
の
事
を
言
わ
ず
、
遠
ま
わ
し
に
言
う
） 

答 

一
、
コ
ウ
ハ
ン
・
攬
は
交 コ

ウ

（
混

じ
る
）
の
仮
借
の
覚 コ

ウ

と
手
と
の
会

意
形
声
字
で
、
か
き
ま
ぜ
る
意
。

カ
ク
ハ
ン
と
慣
用
読
み
さ
れ
て
い

る
。 

二
、
シ
ョ
ウ
バ
ン
（
熟
語 

編

参
照
） 

三
、
ハ
ン
ジ
・
裁
判
官
。

事 ●

の
是
非
を
わ ●

か ●

つ ●

と
い
う
意
味

の
こ
と
ば
。 

宛 エ
ン 
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        ×

怨 エ
ン 

③ 

人
の
仕
打
ち
に
対
し
て
、
う
ら
み
な
が
ら
も
、
直
接
に
は
そ
れ
を
晴
ら
す
こ
と
を
し
な
い
で
、 

皮
肉
な
ど
言
っ
て
、
心 ●

の
中
で
う
ら
め
し
く
思
っ
て
い
る 

→

う
ら
む 

例 

怨
恨 

  ×

鴛 エ
ン 

③ 

婉
然
た
る
鳥 ● 

→

お
し
ど
り
（
常
に
夫
婦
仲
良
く
泳
い
で
い
る
の
で
、
仲
の
良
い
夫
婦
に
た
と
え
ら
れ
る
） 

鴛
鴦

エ
ン
オ
ウ

（
鴛
は
雄
、
鴦
は
雌
を
言
う
） 

×

苑 エ
ン 

③ 

婉
然
と
美
し
い
花
の
咲
き
乱
れ
て
い
る
所 

→

は
な
ぞ
の 

例 

苑
囿 ユ

ウ

・
御
苑 

注 

動
物
を
飼
っ
て
い
る
〝
そ
の
〟
は
囲
い
が
あ
る
の
で
〝
囿
〟
と
言
う
。
園
は
、
苑
と
囿
と
を

兼
ね
た
も
の
。 

 

＝
草 

母
な
る
大
地
の
恵
み
を
受
け
て
〝
草
が
生 お

い
茂
る
〟
と
い
う
意
味
の
字
。 

① 

し
げ
る
（
本
義
）
茂
る
は
重 し

げ

る
の
意 

② 

重
な
る 

① 
音
読
み
と
訓
読
み
と
あ
る
も
の 

上
下

ジ
ョ
ウ
ゲ

・
父
母

フ

ボ

・
水
車

ス
イ
シ
ャ

・
草
木

ソ
ウ
モ
ク

・
年
月

ネ
ン
ゲ
ツ

・
山
道

サ
ン
ド
ウ

・
音

色

オ
ン
シ
ョ
ク

・
昼
間

チ
ュ
ウ
カ
ン

・
春
風

シ
ュ
ン
プ
ウ

・
雨
水

ウ
ス
イ

・
白
雲

ハ
ク
ウ
ン

・
荒
野

コ
ウ
ヤ 

② 

音
読
み
と
訓
読
み
で
は
意
味
が
違
う
も
の 

小
刀

シ
ョ
ウ
ト
ウ

・
根
元

コ
ン
ゲ
ン

・
市
場

シ
ジ
ョ
ウ

・
頭
数

ト
ウ
ス
ウ

・
勝
負

シ
ョ
ウ
ブ

・
燈
火

ト
ウ
カ 

③ 

漢
音
読
み
と
呉
音
読
み
と
あ
る
も
の 

兄
弟

ケ
イ
テ
イ

・
金
色

キ
ン
シ
ョ
ク

・
白
衣

ハ
ク
イ

・
強

力

キ
ョ
ウ
リ
ョ
ク

・
明
星

メ
イ
セ
イ

・
施
行

シ
コ
ウ 

右
が
漢
音
で
、
左
が
呉
音
。
呉
音
は
歴
史
が
古
い
の
で
、
特
定
の
意
味
や
使
い
方
を
す 

る
も
の
が
多
い
。 

参
考 

読
み
方
が
二
つ
以
上
あ
る
熟
語 

こ
が
た
な  

 
 

ね
も
と  

 
 

い
ち
ぱ  

 
あ
た
ま
か
ず 

 

か
ち
ま
け  

 

と
も
し
び 

キ
ョ
ウ
ダ
イ  

 

コ
ン
ジ
キ  

 
 

ビ
ャ
ク
エ  

 
 

ゴ
ウ
リ
キ  

 

ミ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ  

セ
ギ
ョ
ウ 

（
あ
ら
の
） 

ひ
る
ま 

 
 

 
 

は
る
か
ぜ  

 
 

あ
ま
み
ず  

 

し
ら
く
も  

 

あ
れ
の 

う
え
し
た 

ち
ち
は
は 

み
ず
ぐ
る
ま 

く
さ
き 

と
し
つ
き 

や
ま
み
ち 

ね
い
ろ 

毎 バ
イ 
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③ 

重
ね
る 

梅 バ
イ 

△ 
楳 バ

イ

の
仮
借
、
楳
の
本
字
は
某 バ

イ

、
甘
い
実
の
な
る
木
の
意 

→
う
め 

例 

白
梅
・
梅
花 

×

誨 カ
イ 

③ 

言 ●

（
こ
と
ば
）
を
重 ●

ね
、
ね
ん
ご
ろ
に
教
え
る 

→

お
し
え
る 

例 
教
誨
・
誨
告 

×

晦 カ
イ 

① 

日 ●

が
茂
っ
た
草
に
隠
れ
て
暗
い 

→

く
ら
い 

例 

晦
冥
・
昏
晦 

→

月
の
な
い
暗
夜
（
み
そ
か
） 

例 
晦
日 

海 カ
イ 

△ 

晦 ●

冥
な
る
海 ●

原
（
海
は
深
く
て
暗
い
） 

→

う
み 

例 

海
洋
・
海
水 

注 

海
は
深
く
て
暗
い
の
で
〝
溟 メ

イ

〟
と
も
言
う
。
南
溟
は
南
方
の
海
、
南
海
と
同
義
。 

  

悔 カ
イ 

△ 

悪
い
こ
と
を
し
て
心 ●

が
暗 ●

い
こ
と 

→

く
や
む 

例 

後
悔
・
悔
悟 

問 

次
の
こ
と
ば
の
読
み
と
意
味
を
問
う
。 

一
、
晦
渋 

二
、
誨
言 

三
、
悔
悟 

 

人
が
立
っ
て
足
を
交
差
さ
せ
て
い

る
形
を
表
わ
し
た
も
の
。 

① 

ま
じ
わ
る
（
ま
じ
え
る
） 

例 

交
際
・
交
通 

② 

ま
ぜ
る
（
ま
じ
る
） 

例 

混
交
・
交
錯 

③ 

か
わ
る
（
か
え
る
） 

例 

交
換
・
交
代 

校 コ
ウ 

① 

両
足
を
交 ●

わ
ら
せ
た
ま
ま
動
け
な
い
よ
う
に
固
定
さ
せ
る
木 ●

製
の
刑
具
。
足
か
せ
。
罪
人
を
〝
し 

答 

一
、
カ
イ
ジ
ュ
ウ
・
暗
く
渋 し

ぶ

い
の
意
で
、
文
章
が

わ
か
り
に
く
い
こ
と
、
物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

を
言
う
。 

二
、
カ
イ
ゲ
ン
・
教
え
さ
と
す
こ
と
ば
。 

三
、
カ
イ
ゴ
・
あ
や
ま
ち
に
気
づ
き
、
残
念
に
思
う
と

と
も
に
、
二
度
と
あ
や
ま
ち
を
犯
さ
ぬ
よ
う
反
省
す
る

こ
と
。 

交 コ
ウ 
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ら
べ
る
〟
の
に
用
い
た 

→

し
ら
べ
る 

例 

校
正
・
校
訂
・
校
閲 

→
し
ら
べ
ま
な
ぶ
所 

例 

学
校 

效 コ
ウ 

① 

強
制
（
攵 ●

）
し
て
交 ●

わ
ら
せ
ま
ね
さ
せ
る
（
効
） 

→

な
ら
う
（
ま
ね
る
）―

（
本
義
） 

→

き
く
（
き
き
め
が
あ
る
） 

例 

効
果 

絞 コ
ウ 

① 

糸 ●

を
ね
じ
り
合
わ
せ
て
し
ぼ
る 

→

し
ぼ
る 

例 

タ
オ
ル
を
絞
る 

→

し
め
る
（
く
び
る
） 

例 

絞
首
刑 

×

咬 コ
ウ 

① 

口 ●

が
交 ●

わ
る 

→

か
む 

例 

咬
菜
（
野
菜
を
か
む
、
つ
ま
り
、
粗
食
す
る
こ
と
を
言
う
） 

  

郊 コ
ウ 

① 

邑 ま
ち

（
阝
）
と
邑
と
の
交 ●

わ
る
と
こ
ろ 

→

町
は
ず
れ 

例 

郊
外
・
近
郊 

狡 コ
ウ 

① 

人
に
よ
く
狃 な

れ
た
か
し
こ
い
犬 ● 

→

す
ば
し
こ
い 

→

ず
る
い 

例 

狡
猾 カ

ツ

・
狡
獪 カ

イ 

較
（
コ
ウ
） 

△ 

車 ●

の
中
で
立
つ
と
き
つ
か
ま
る
鉤 か

ぎ

（
コ
ウ
）
鉤
は
並
ん
で
つ
い
て
い
る
の
で 

→

な
ら
ぶ
（
比
） 

→

く
ら
べ
る
（
比
） 

例 

比
較 

注 

比
較
は
誤
読
さ
れ
た
も
の
の
慣
用
。 
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匕 ●

は
人
の
象
形
。
人
が
ふ
た
り
並
ん
で
い
る
形
を
表
わ
し
た
会
意
字
． 

① 

な
ら
ぶ
（
本
義
） 

例 

比
翼
・
比
年
・
比
類 

② 
く
ら
べ
る 

例 

比
較
・
比
率
・
無
比 

注 

ふ
た
り
並
べ
ば
、
ど
ち
ら
が
大
き
い
か
、
色
が
黒
い
か
、
す
ぐ
比
較
が
始
ま
る
。 

×

庇 ヒ 

① 

屋
根
の
下
に
屋
根
と
な
ら
ん
で
設
け
ら
れ
た
小
さ
い
屋
根
（
广
は
家
の
し
る
し
） 

→

ひ
さ
し 

→

か
ば
う 

例 

庇
護 

皆 カ
イ 

① 

百
人
も
の
人
が
な
ら
ん
で
い
る
（
白
＝
百
） 

→

み
な 

例 

皆
無
・
悉 シ

ッ

皆 

×

偕 カ
イ 

△ 

人 ●

々
皆 ●

い
っ
し
ょ
に 

→

と
も
に 

例 

偕
楽
・
偕
老
同
穴 

  

階 カ
イ 

① 

崖 が
け

（
阝 ●

）
を
登
る
た
め
に
並
ん
で
つ
け
ら
れ
た
段
々 

→

き
ざ
は
し 

例 

階
段 

→

順
序
（
等
級
） 

例 

階
級
・
位
階 

 

夂
は
下
向
き
の
足
の
形
。
口 コ

ウ

は
発
音
を
表
わ
す
。
口 コ

ウ

は
夅 コ

ウ

（
夂
・
ヰ
は
下
向
き
の
両
足
）
の

意
味
の
音
。 

① 

お
り
る
（
下
降
） 

② 

い
た
る 

③ 

お
の
お
の 

客 カ
ク 

② 

家 ●

に
い
た
る
人 

→

き
ゃ
く 

例 

来
客
・
賓
客 

比 ヒ 各 カ
ク 
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格 カ
ク 

② 

木 ●

の
根
が
下
へ
下
へ
と
伸
び
い
た
る 

→
根
を
張
る
（
本
義
） 

→
元
を
固
め
る
（
基
） 

例 

人
格 

→

基
準 
例 
格
式
・
合
格
・
資
格 

閣 カ
ク 

① 

門
の
扉

と
び
ら

が
お
り
る
（
門
を
し
め
る
） 

→

門
の
か
ん
ぬ
き
（
本
義
） 

→

り
っ
ぱ
な
門
の
あ
る
家 

例 
楼
閣 

→

役
所 

例 

内
閣 

×

擱 カ
ク 

△ 

筆
を
持
つ
手 ●

を
止
め
る
（
閣
） 

→

お
く
（
止
め
る
） 

例 

擱
筆 

落 ラ
ク 

① 

草 ●

や
花 ●

が
し
ぼ
み
下
に
い
た
る 

  

→

お
ち
る 

例 

落
葉
・
落
花
・
没
落 

絡 ラ
ク 

① 

糸 ●

が
下
に
落 ●

ち
て
か
ら
ま
る 

→

か
ら
む
（
本
義
） 

→

つ
な
が
る 

例 

連
絡 

→

糸
す
じ 

例 

脈
絡 

問 

次
の
こ
と
ば
の
意
味
を
問
う
。 

一
、
合
格 

二
、
擱
筆 

三
、
落
筆 

四
、
籠
絡 

答 

一
、
一
定
の
基
準
に
合
う

意
。 

二
、
筆
を
置
く
の
意
で

文
を
書
く
の
を
や
め
る
こ
と
。 

三
、
筆
を
お
と
す
の
意
で
文
を

書
き
始
め
る
こ
と
。 

四
、
熟

語
編
参
照
。 


